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巻
頭
言

　

日
ご
ろ
か
ら
、経
済
産
業
行
政
に
対
し
多
大
な
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
近
の
我
が
国
の
経
済
は
、
持
ち
直
し
の
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
地

域
経
済
や
中
小
企
業
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
雇
用
情
勢
や
デ

フ
レ
の
影
響
な
ど
に
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

一
方
、
東
北
地
域
経
済
に
お
い
て
は
、
消
費
の
低
迷
、
設
備
投
資
の
抑
制

に
よ
る
受
注
の
減
少
、
価
格
の
下
落
に
よ
る
売
上
げ
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

全
体
と
し
て
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、
生
産
面
で
は
、
国
内
外
向

け
自
動
車
及
び
自
動
車
部
品
・
部
材
、
海
外
向
け
生
産
機
械
な
ど
に
持
ち
直

し
の
動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。
東
北
地
域
は
今
、
こ
う
し
た
持
ち
直
し
の
動
き

を
定
着
さ
せ
る
と
共
に
、
中
長
期
的
な
成
長
を
達
成
す
る
産
業
構
造
を
構
築

し
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
足
元
の
景
気
を
し
っ
か
り
と
支
え
、
経
済
を
自
律
的
な
回

復
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
た
め
、
平
成
二
十
一
年
度
第
二
次
補
正
予
算
を
活
用

し
、
景
気
対
応
緊
急
保
証
制
度
の
創
設
な
ど
資
金
繰
り
対
策
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
や
エ
コ
カ
ー
補
助
金
の
延
長
、
住
宅

版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
創
設
等
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
、
昨
年
末
に
策
定
し
た
新
成
長
戦
略
に
お
い
て
は
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
と
健
康
分
野
を
成
長
分
野
と
し
て
位
置
付
け
、
人
材
育
成

や
技
術
開
発
、
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
を
推
進
し
、
大
胆
な
規
制
改
革
を
推
進
す
る

こ
と
よ
り
、
新
た
な
市
場
と
雇
用
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

既
に
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
計
上
す
る
な
ど
早

期
実
施
に
努
め
て
お
り
、
さ
ら
に
本
年
六
月
を
目
処
に
具
体
的
な
施
策
を
肉

付
け
し
、
戦
略
の
実
現
の
た
め
の
工
程
表
を
お
示
し
す
べ
く
、
政
府
を
挙
げ

て
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
当
局
で
は
、
東
北
地
域
経
済
が
自
立
的
・
持
続
的
な
成

長
を
実
現
し
、地
域
経
済
を
支
え
る
産
業
構
造
を
構
築
し
て
い
く
た
め
、「
次

世
代
自
動
車
、
先
進
医
療
機
器
等
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
」、「
農
商
工

連
携
な
ど
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
成
長
産
業
の
創
出
」、「
東
北
地
域
の
特

性
を
踏
ま
え
た
持
続
可
能
な
低
炭
素
社
会
の
形
成
」、
及
び
「
グ
ロ
ー
バ
ル

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
東
北
地
域
」の
四
項
目
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
の

方
向
性
を
検
討
し
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は

新
た
な
時
代
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
具
体
的
か
つ
速
や
か
に
、
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
な
お
一
層
関
係
機
関
相

互
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、産
学
官
、地
域
間
、ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
連
携
等
、

様
々
な
連
携
の
重
要
性
が
増
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。
当
局
と
し
て
も
、
地
域

の
皆
様
方
と
強
固
な
協
力
体
制
を
築
き
な
が
ら
、
職
員
一
同
全
力
を
挙
げ
て

地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
ま
で
各
方
面
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
各
種
の
調
査
・
研
究
事
業
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
掘
・
支
援
事
業
等
に

尽
力
さ
れ
、東
北
地
域
の
多
様
な
資
源
・
人
材
を
活
か
し
た
創
意
工
夫
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
東
北
地
域
全
体
の
産
業
活
性
化
や
地

域
振
興
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
新
し
い
財
団
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
後

も
今
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
様
々
な
連
携
を
維
持
し
つ
つ
、
各
種

機
能
を
強
化
・
拡
充
い
た
だ
き
、
先
導
的
か
つ
公
共
性
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

　

今
後
は
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
変
化
し
、
変
化
に

富
ん
だ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
時
代
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
東
北
地
域
産
業
の
進
む
べ
き
先
を
照
ら
し
、
導
く
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
、
各
種
機
能
を
存
分
に
発
揮
し
な
が
ら
活
躍
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
御
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

新時代を迎える東北地域経済

東北経済産業局長 数井　　寛 氏
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特集　ロボット技術を活用した地域産業活性化

　

経
産
省
が
二
〇
〇
四
年
に
発
表
し
た
新
産

業
戦
略
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
五
年
に
は
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
の
市
場
は
六
・
二
兆
円
に
の
ぼ

り
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
に
加
え
て
生
活
を
支

援
す
る
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
飛
躍
的
に
普
及

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
が
広
い
分
野
に
適
用
さ

れ
て
日
常
生
活
の
中
に
浸
透
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
が
自

動
車
会
社
の
規
模
に
成
長
す
る
こ
と
を
意
味

し
て
お
り
、
世
界
有
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を

持
つ
我
が
国
に
と
っ
て
は
発
展
が
期
待
さ
れ

る
重
要
な
産
業
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
そ
の
期
待
を
背
負
っ
て
、
二
〇
〇
九
年

十
一
月
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ

た
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
で
は
、
一
九
二
社
、
六

四
機
関
団
体
が
出
展
し
、
産
業
用
・
生
活
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
に
加
え
て
、
種
々
の
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
部
品
・
技
術
の
展
示
が
行
わ
れ
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と
は

　

ロ
ボ
ッ
ト
は
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
組
み
込

み
シ
ス
テ
ム
の
一
形
態
で
あ
り
、
機
械
・
電

気
・
情
報
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

の
四
技
術
分
野
の
融
合
体
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
が
そ
ろ
っ
て
は
じ
め
て
、

ロ
ボ
ッ
ト
は
見
て
考
え
て
動
く
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
医
療
ロ

ボ
ッ
ト
や
受
付
ロ
ボ
ッ
ト
に
至
る
ま
で
、
見

て
考
え
て
動
く
た
め
に
必
要
な
基
本
技
術
・

基
本
部
品
に
は
共
通
性
が
高
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
基
本
技
術
だ
け
で
は
実
際
に
サ
ー
ビ

ス
や
仕
事
を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
適
用
分

野
固
有
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
技
術
や

知
見
が
必
須
で
あ
り
、
そ
れ
特
有
の
部
品
が

必
要
で
あ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と
は
こ
れ
ら

の
総
称
で
あ
り
、
非
常
に
広
範
囲
の
科
学
技

術
を
包
含
す
る
言
葉
で
あ
る
。

　

上
記
の
新
産
業
戦
略
に
は
、
産
業
用
以
外

の
ロ
ボ
ッ
ト
の
市
場
規
模
は
現
段
階
で
は
小

さ
く
、
今
す
ぐ
に
大
き
な
市
場
の
伸
び
が
期

待
で
き
る
と
は
言
い
難
い
、
と
書
か
れ
て
い

る
。
そ
の
背
景
は
、
一
定
規
模
の
消
費
者
を

獲
得
し
、
開
発
コ
ス
ト
に
見
合
う
収
益
を
上

げ
ら
れ
る
「
先
行
用
途
」を
見
い
だ
し
き
れ

て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
他
方
、
ロ
ボ
ッ
ト

は
機
械
・
電
気
・
材
料
・
情
報
通
信
な
ど
幅

広
い
技
術
の
統
合
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
技
術

間
の
す
り
あ
わ
せ
を
要
す
る
典
型
的
な
垂
直

連
携
産
業
で
あ
る
た
め
、
我
が
国
の
中
堅
・

中
小
企
業
を
中
心
と
し
た
高
度
部
材
産
業
集

積
は
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
発
展
に
と
っ
て
大
き

な
強
み
で
あ
る
。
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
は

世
界
最
先
端
を
走
っ
て
お
り
、
そ
の
用
途
を

適
切
に
定
め
た
キ
ラ
ー
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
き
な
発

展
が
見
込
め
る
と
期
待
さ
れ
る
。

　

北
陽
電
機
㈱
は
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

の
支
援
に
よ
り
自
律
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
を
直
接

的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
二
次
元
走
査
式
の

レ
ー
ザ
距
離
セ
ン
サ
を
開
発
し
た
。
小
型
軽

量
と
い
う
特
長
が
高
い
評
価
を
得
て
、
全
世

界
の
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
に
搭
載
さ
れ
た
。ま
た
、

生
産
設
備
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
サ
と
し
て

の
販
売
も
増
え
、
発
売
後
四
年
間
で
一
三
、

〇
〇
〇
台
以
上
を
売
り
上
げ
る
に
至
り
、
二

〇
〇
六
年
に
は
「
今
年
の
ロ
ボ
ッ
ト
」大
賞

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
米
国iRobot

社
は

自
律
走
行
が
可
能
な
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
を
販

売
し
、
全
世
界
で
爆
発
的
な
売
れ
行
き
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
市
場
拡
大
が
見
込

め
る
部
品
や
商
品
の
開
発
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
の
産
業
振
興
へ
の
活
用
の
典
型
的
な
成
功

例
で
あ
る
。

　

自
動
車
の
知
能
化
の
別
称
と
し
て
、
ロ

ボ
ッ
ト
化
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
確
か
に
、
プ
リ
ウ
ス
の
自
動
縦
列
駐

車
機
能
は
一
九
八
〇
年
代
に
研
究
さ
れ
て
い

た
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
日
産

の
ア
ラ
ウ
ン
ド
ビ
ュ
ー
モ
ニ
タ
は
ロ
ボ
ッ
ト

ビ
ジ
ョ
ン
の
方
法
論
の
変
形
で
あ
る
。
米
国

で
二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
五
年
に
行
わ
れ
た

D
A

RPA
 Grand Challenge

は
、
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
に
よ
る
自
律
走
行
自
動
車
が
砂
漠
の

コ
ー
ス
二
四
〇
㎞
を
走
り
抜
け
る
競
技
で

あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
行
わ
れ
たU

rban 
Challenge

は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
交

通
法
規
を
遵
守
し
な
が
ら
、
信
号
機
や
駐
車

場
を
含
ん
だ
市
街
地
を
自
律
車
が
走
る
競
技

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

は
自
動
車
の
高
度
化
に
と
っ
て
重
要
な
技
術

で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
適
用
が
進
め

ら
れ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　　　東北大学大学院　情報科学研究科
� 教授　田所　　諭　氏

ロボット技術を活用した
産業振興方策

寄 稿

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
現
状
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東
北
大
学
は
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
に
関
す
る
研

究
開
発
に
お
い
て
世
界
有
数
の
研
究
レ
ベ
ル

を
有
し
て
お
り
、
特
に
屋
内
外
作
業
ロ
ボ
ッ

ト
に
際
だ
っ
た
強
み
が
あ
る
。
九
名
の
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
の
教
授
を
は
じ
め
、
関
連
す
る
技

術
分
野
の
研
究
者
が
集
結
し
、多
数
の
受
賞
、

研
究
論
文
発
表
、
国
内
外
の
学
会
や
審
議
会

の
重
要
な
役
職
を
務
め
る
な
ど
の
実
績
が
あ

る
。
ま
た
、
次
世
代
移
動
体
研
究
会
が
組
織

さ
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
た
電
気
自

動
車
の
研
究
開
発
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

東
北
地
区
に
お
け
る

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
活
用

　

東
北
地
区
は
、
農
林
水
産
業
を
主
要
な
産

業
と
し
、
高
齢
化
率
が
高
く
、
災
害
が
比
較

的
多
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

れ
ら
の
産
業
や
地
域
の
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
分

野
に
お
け
る
感
度
の
高
い
ユ
ー
ザ
が
多
数
存

在
す
る
こ
と
か
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と
の
連

携
に
よ
り
東
北
地
区
発
の
新
し
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、
産
業
振
興
に
つ
な
げ

ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

農
林
水
産
業
に
お
け
る
就
業
者
の
高
齢
化

は
著
し
く
、
除
草
、
重
量
物
の
取
り
扱
い
、

肥
料
散
布
、
種
ま
き
、
箱
の
移
動
な
ど
の
作

業
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
耕
作
放
棄

に
至
る
ケ
ー
ス
が
近
年
目
立
っ
て
い
る
。
田

植
機
に
代
表
さ
れ
る
農
業
機
械
の
実
用
化
は

進
ん
で
い
る
も
の
の
、
コ
ス
ト
と
機
械
化
の

困
難
性
の
問
題
が
あ
り
、
特
に
、
大
規
模
経

営
が
困
難
な
一
般
農
家
、
集
落
営
農
で
は
導

入
が
難
し
い
。
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
活
用
に
よ

り
、（
図
1
）人
間
の
動
作
補
助
、
特
に
、
重

量
物
の
運
搬
補
助
、中
腰
で
の
作
業
補
助
を
、

コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
低
価
格
で
商
品
化
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
て
い
る
。
東
北
地
区
に
は
農
業

生
産
法
人
有
限
会
社
ヒ
ー
ロ
ー
な
ど
、
先
進

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
組
織
が
存
在

し
、
こ
れ
ら
と
の
連
携
が
望
ま
れ
る
。

　

介
護
・
福
祉
に
従
事
す
る
労
働
者
は
年
々

増
加
し
て
い
る
一
方
で
、
離
職
率
が
他
の
産

業
と
比
べ
て
高
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
、
低
賃
金
、
忙
し
す
ぎ
る
、

身
体
的
負
担
が
大
き
い
な
ど
の
調
査
結
果
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

の
活
用
に
よ
っ
て
軽
減
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
人
の
動
作
補
助
、
特
に
、

力
作
業
の
補
助
、リ
ハ
ビ
リ
補
助
の
機
能
を
、

低
価
格
に
商
品
化
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

る
。
東
北
地
区
に
は
、
仙
台
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
研
究
開
発
施
設
を
兼
ね
備
え
た
先

進
的
な
組
織
が
存
在
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の

活
用
に
よ
っ
て
（
図
2
）、
さ
ら
に
有
効
な

サ
ー
ビ
ス
・
機
器
の
開
発
に
結
び
つ
く
と
期

待
さ
れ
る
。

　

岩
手
宮
城
内
陸
地
震
、
三
陸
地
震
津
波
な

ど
、
東
北
地
区
は
こ
れ
ま
で
に
甚
大
な
災
害

の
被
害
を
受
け
て
き
て
お
り
、
特
に
、
宮
城

県
沖
地
震
は
今
後
極
め
て
高
い
確
率
で
発
生

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

の
活
用
に
よ
り
、
災
害
救
助
、
災
害
復
旧
の

能
力
拡
大
、
二
次
災
害
防
止
、
迅
速
化
を
実

現
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。
東
北
地
区

に
は
、
災
害
対
応
の
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

の
研
究
開
発
を
先
進
的
に
進
め
て
い
る
研
究

室
が
存
在
す
る
。
今
後
の
組
織
的
な
連
携
と

ロ
ボ
ッ
ト
活
用
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
実
用
化

と
実
戦
配
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
（
図
3
）。

お　

わ　

り　

に

　

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
は
、
与
え
ら
れ
た
問
題
の

解
決
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
機
械
・
電
気
・

情
報
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を
融

合
す
る
、目
的
指
向
型
の
総
合
技
術
で
あ
る
。

そ
の
活
用
に
よ
っ
て
、
東
北
地
区
に
お
け
る

重
要
な
問
題
の
解
決
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
産
業
振
興
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

本
文
は
㈶
東
北
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に

よ
り
行
わ
れ
た
「
東
北
地
域
に
お
け
る
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
た
産
業
振
興
方
策
に

関
す
る
調
査
」を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

図1　�田植えロボット（農業・食品産業技術綜
合研究機構中央農業総合研究センター）

図2　�食事支援ロボット「マイスプーン」（セコ
ム㈱）

図3　�能動スコープカメラ（国際レスキューシ
ステム研究機構、東北大学）
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東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
の
い
わ
ゆ

る
機
械
系
に
は
、
い
く
つ
か
の
ロ
ボ
ッ
ト
関

係
の
研
究
室
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
研

究
室
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
基
礎
的
な

研
究
と
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
実
世
界
で

の
利
用
を
目
指
し
た
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
・
ロ

ボ
ッ
テ
ィ
ク
ス
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
稿
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
協
調
制
御
、

ロ
ボ
ッ
ト
ヘ
ル
パ
ー
、
ダ
ン
ス
パ
ー
ト
ナ
ロ

ボ
ッ
ト
や
そ
れ
ら
の
実
世
界
へ
の
応
用
に
つ

い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

複
数
ロ
ボ
ッ
ト
の
協
調

　

私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、
長
い
間
、
複
数

ロ
ボ
ッ
ト
の
協
調
制
御
に
つ
い
て
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
人
間
が
両
腕
を
用
い
て

器
用
に
物
体
を
操
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
い
う
双
腕
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ
の
協
調

制
御
の
問
題
は
、
古
く
か
ら
よ
く
知
ら
れ
た

問
題
で
、
私
た
ち
も
、
二
〇
年
以
上
も
前
か

ら
、
実
際
に
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
協

調
制
御
の
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
国
際

ロ
ボ
ッ
ト
展
な
ど
に
展
示
さ
れ
て
い
る
ロ

ボ
ッ
ト
を
見
る
と
、産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
も
、

よ
う
や
く
そ
の
実
用
化
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る

よ
う
で
す
。

　

当
研
究
室
で
は
、そ
の
後
、マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー

タ
を
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
に
取
り
付
け
た
、
複
数

移
動
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ
の
協
調
の
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
同
じ
ベ
ー
ス
に
取
り
付

け
ら
れ
、
二
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
幾
何
学
的
な

関
係
が
一
定
で
あ
る
双
腕
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ

と
は
異
な
り
、
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
、
床
と

の
間
の
ス
リ
ッ
プ
が
避
け
ら
れ
な
い
た
め
、

二
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
間
の
幾
何
学
的
関
係
が

変
化
す
る
の
で
、
従
来
の
協
調
制
御
の
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
は
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
床
と
の
間
に

ス
リ
ッ
プ
が
発
生
し
て
も
問
題
な
く
協
調
を

実
現
で
き
る
新
し
い
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
開
発

す
る
こ
と
で
、
複
数
移
動
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ

の
協
調
制
御
を
実
現
し
ま
し
た
（
図
1
）。

　

本
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
考
え
方
を
ベ
ー
ス
に

し
て
、
複
数
の
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
で
車
両
の
搬

送
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
成
功
し
、
機

械
式
駐
車
場
や
、
ホ
テ
ル
等
で
の
バ
レ
ー

パ
ー
キ
ン
グ
等
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
（
図
2
）。

人
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
協
調

　

ロ
ボ
ッ
ト
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
協
調
が
で
き
る

と
、
自
然
と
、
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
協
調
・
協

働
が
で
き
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
双
腕
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
一
台

を
人
間
で
置
き
換
え
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
ヘ
ル

パ
ー
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
ヘ

ル
パ
ー
は
、
一
人
で
は
難
し
い
物
体
の
ハ
ン

ド
リ
ン
グ
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
手
伝
っ
て
も
ら
う

と
い
う
目
的
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
ロ

ボ
ッ
ト
ヘ
ル
パ
ー
の
実
現
に
は
、
い
く
つ
か

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
人
が
そ
の
意

図
を
、
ど
の
よ
う
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
伝
え
る
か

と
い
う
問
題
で
す
。
次
は
、
人
も
含
め
た
シ

ス
テ
ム
全
体
の
制
御
系
の
安
定
性
の
問
題
で

東北大学大学院
� 工学研究科バイオロボティクス専攻　小菅　一弘　氏

ロボット技術とその応用

寄 稿

は　

じ　

め　

に

図1　双腕移動マニピュレータの協調

図2　車両搬送システム iCART
（写真提供：石川島運搬機械株式会社）
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す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、
ロ
ボ
ッ
ト

ヘ
ル
パ
ー
を
実
現
し
ま
し
た
。
図
3
に
二
台

のD
R

 H
elper

（D
istributed R

obot 
H

elper
）が
、
人
と
協
調
し
て
、
冷
蔵
庫
を
運

搬
し
て
い
る
例
を
示
し
ま
す
。

ダ
ン
ス
パ
ー
ト
ナ
ロ
ボ
ッ
ト

　

社
交
ダ
ン
ス
は
、
い
く
つ
か
の
ス
テ
ッ
プ

の
組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
、
男
性
が
女
性
を
リ
ー
ド
し
、

女
性
は
男
性
の
リ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
を
推
定
し
、
協
調
し
て
ダ
ン
ス

を
踊
り
ま
す
。
も
し
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

ロ
ボ
ッ
ト
に
で
き
る
な
ら
ば
、
人
と
協
調
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
り
高
性
能
な
ロ
ボ
ッ
ト

が
開
発
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、

女
性
側
の
ダ
ン
ス
パ
ー
ト
ナ
ロ
ボ
ッ
ト
の
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
男
性
の
リ
ー
ド
を
読

む
と
い
う
こ
と
は
、色
々
な
情
報
に
基
づ
き
、

相
手
の
意
図
を
推
定
す
る
こ
と
で
、
難
し
い

問
題
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
図
4
に
愛
知
万

博
で
デ
モ
を
行
っ
た
、
ダ
ン
ス
パ
ー
ト
ナ
ロ

ボ
と
Ｐ
Ｂ
Ｄ
Ｒ
を
紹
介
し
ま
す
。
現
在
は
、

女
性
側
の
ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
男
性

側
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
も
行
っ
て
い
ま
す
。

目
的
志
向
の

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
設
計

　

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
セ
ン
サ
や
ア
ク
チ
ュ
エ
ー

タ
な
ど
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
、
そ
れ
ら
を
統
合

し
て
シ
ス
テ
ム
全
体
を
制
御
し
知
的
な
動
作

を
実
現
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
か
ら
構
成
さ
れ

ま
す
が
、
ど
の
要
素
が
欠
け
て
も
良
い
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
い
く
つ
も
の
要
素
技
術
を
組
み
合

わ
せ
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
シ
ス

テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
い
ま
す

が
、
日
本
で
は
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

そ
の
も
の
の
方
法
論
の
み
な
ら
ず
、
実
シ
ス

テ
ム
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
は

じ
め
て
明
ら
か
に
な
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

実
世
界
で
通
用
す
る
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
・

ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
で
は
、
シ
ス
テ
ム
イ

ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
に
に
加
え
、
シ

ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め

に
必
要
な
新
た
な
要
素
技
術
開
発
が
重
要
で

す
。
要
素
技
術
開
発
が
欠
け
て
も
、
イ
ン
テ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
が
欠
け
て
も
シ
ス
テ
ム

は
構
築
で
き
ま
せ
ん
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
戦
略
的
先
端
ロ
ボ
ッ
ト
要
素
技

術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
東
北
大

学
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
橋
本
浩
一
教
授

ら
の
グ
ル
ー
プ
な
ら
び
に
複
数
の
民
間
会
社

と
共
同
し
て
研
究
開
発
を
行
っ
た
食
器
洗
浄

パ
ー
ト
ナ
ロ
ボ
ッ
ト
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
橋
本
先
生
の
研
究
室
が
画
像
情

報
を
用
い
た
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
担
当
し
、

私
た
ち
の
研
究
室
が
ハ
ン
ド
な
ら
び
に
マ
ニ

ピ
ュ
レ
ー
タ
の
技
術
を
担
当
し
ま
し
た
。
参

加
企
業
の
技
術
力
と
組
み
合
わ
せ
て
、
最
終

的
に
図
5
に
示
す
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
、
技
術
的
に
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
学
問
を
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
と
い
い
ま
す
。長
年
に
渡
っ
て
、ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
の
サ
イ
エ
ン
ス
と
し
て
の
研
究
に
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
要
素
技
術
や
そ
の
周
辺
技
術
の

発
達
と
と
も
に
、
サ
イ
エ
ン
ス
か
ら
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
に
フ
ェ
ー
ズ
が
移
り
つ
つ
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
あ

る
い
は
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
ベ
ー
ス
と
し
た
新

し
い
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
菅　

一
弘（
こ
す
げ　

か
ず
ひ
ろ
）氏
略
歴

一
九
八
〇
年　

 

東
京
工
業
大
学
大
学
院

卒
、
日
本
電
装
㈱（
現
㈱

デ
ン
ソ
ー
）入
社

一
九
八
二
年　

東
京
工
業
大
学
助
手

一
九
九
〇
年　

名
古
屋
大
学
助
教
授

一
九
九
五
年　

東
北
大
学
教
授

二
〇
一
〇
年―

二
〇
一
一
年

　
　
　
　
　
　

IEEE Robotics and

　
　
　
　
　
　

A
utom

ation Society

　
　
　
　
　
　

President

図3　DR�Helper

図4　PBDR
（PBDR：Partner�Ballroom�Dance�Robot）

図5　食器洗浄パートナロボット
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ロ
ボ
ッ
ト
は
、
機
電
一
体
型
製
品
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
を
融
合
し
た
も
の
で
、
図
1
の

よ
う
に
、
大
別
し
て
セ
ン
サ
系
、
知
能
・
制

御
系
、
そ
し
て
駆
動
系
の
各
種
技
術
か
ら
成

り
立
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
①
腕
や
手
と
し
て
の

マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ
、
②
こ
れ
ら
の
関
節
を
動

か
す
駆
動
機
構
と
し
て
の
ア
ク
チ
ュ
エ
ー

タ
、
③
腕
の
位
置
や
速
度
等
を
計
測
す
る
内

界
セ
ン
サ
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
作
業
す
る
う
え
で

対
象
物
の
認
識
等
を
行
う
外
界
セ
ン
サ
、
④

ロ
ボ
ッ
ト
が
移
動
を
行
う
上
で
の
移
動
機

構
、
そ
し
て
⑤
こ
れ
ら
一
連
の
動
作
を
制
御

す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
（
制
御
装
置
）で
構
成

さ
れ
る
。

　

当
会
で
は
、
平
成
十
二
年
度
に
㈳
日
本
機

械
工
業
連
合
会
か
ら
の
受
託
で
「
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
戦
略
調
査
」を
ま
と
め
た
。
こ
の
報
告

書
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の

枠
を
超
え
た
将
来
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
へ
の
社

会
的
ニ
ー
ズ
が
益
々
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
中
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
こ
れ
ま
で
の
狭
義
の

概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を

活
用
し
た
、
実
世
界
に
働
き
か
け
る
機
能
を

持
つ
知
能
化
シ
ス
テ
ム
」と
し
て
そ
の
概
念

を
広
く
と
ら
え
、そ
の
技
術
の
総
称
を
「RT

-
Robot T

echnology

」
と
定
義
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
我
が
国
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
が
将
来

的
に
も
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
た

め
の
中
長
期
的
な
技
術
戦
略
を
策
定
し
た
。

そ
の
戦
略
策
定
か
ら
約
一
〇
年
を
経
過
す
る

が
、
こ
れ
ま
で
我
が
国
の
ロ
ボ
ッ
ト
Ｒ
＆
Ｄ

政
策
に
も
本
報
告
書
で
の
提
言
が
活
か
さ
れ

て
き
た
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
に
は
遠
く
及
ば
な

い
ま
で
も
Ｒ
Ｔ
と
い
う
言
葉
は
、当
該
業
界
、

学
界
は
勿
論
の
こ
と
、
関
係
自
治
体
等
に
も

一
般
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

そ
の
主
な
産
業
分
野
を
中
心
に
そ
の
活
用

の
一
端
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
応
用
事
例

⑴
家
電
分
野

　

今
日
、
家
電
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
応
用

と
し
て
代
表
的
な
も
の
に
、
エ
ア
コ
ン
が
挙

げ
ら
れ
る
。
エ
ア
コ
ン
で
は
、
人
体
検
知
に

よ
り
人
の
い
る
と
こ
ろ
に
気
流
を
送
り
込
こ

み
、
フ
ィ
ル
タ
の
自
動
清
掃
を
行
う
機
能
を

有
し
た
も
の
が
商
品
化
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
三
菱
電
機
の
エ
ア
コ
ン
『
霧
ヶ

峰
』（
図
2
）に
は
、「
ム
ー
ブ
ア
イ
」と
呼
ば

れ
る
八
素
子
か
ら
な
る
赤
外
線
サ
ー
モ
パ
イ

ル
セ
ン
サ
を
搭
載
し
、
本
セ
ン
サ
を
ス
テ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
タ
で
回
転
往
復
駆
動
さ
せ
な
が

ら
、立
体
的
に
室
内
の
温
度
分
布
を
測
定
し
、

人
が
い
る
エ
リ
ア
や
窓
の
位
置
や
状
態
等
を

検
知
し
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
上
下
、

左
右
風
向
フ
ラ
ッ
プ
を
調
整
し
、
届
け
た
い

エ
リ
ア
に
気
流
を
送
る
こ
と
で
、
人
が
い
な

い
空
間
の
無
駄
な
空
調
を
抑
制
し
省
エ
ネ
に

貢
献
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

元
来
、
家
電
あ
る
い
は
情
報
家
電
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
そ
の
も
の
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
そ
れ
に
結
び
つ
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の

組
込
製
品
は
、
キ
ラ
ー
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
見
い
だ
す
こ
と
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
産
業

と
し
て
も
大
き
な
市
場
を
産
み
出
す
可
能
性

を
充
分
に
潜
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　　　　社団法人日本ロボット工業会
� 顧問　飯倉　督夫　氏

日本におけるロボット
技術活用の動き

寄 稿

ロ
ボ
ッ
ト
技
術

ロボット

センサ系 知能・制御系 駆動系

・センサ技術 ：
内界－変位センサ、ポテンショメー
タ、エンコーダ、磁気センサ、タコ
ジェネ、ジャイロ
外界－視覚センサ、超音波センサ、
力センサ、触覚センサ

・通信技術：
位置検出技術、通信セキュリティ、
通信の安定化
・ソフトウェア技術：
人工知能、画像認識技術、音声認
識技術、姿勢制御技術、協調・分散
制御技術

・駆動関連技術：
モーター機構、減速機、機構設計、油圧
機構、空気圧機構、水圧機構、人工筋
肉
・材料技術：
形状記憶合金、カーボン素材、人工皮
膚
・バッテリー技術 ：
 燃料電池、リチウムイオンバッテリー、
省電力化

幅広い技術の統合

図1　ロボットとその技術体系

図2　©三菱電機のエアコン「霧ヶ峰」
室内機
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⑵
自
動
車
分
野

　

現
在
、
国
土
交
通
省
で
は
先
進
技
術
を
利

用
し
て
交
通
事
故
の
低
減
、
そ
し
て
ド
ラ
イ

バ
ー
の
安
全
運
転
を
支
援
す
る
た
め
の
先
進

安
全
自
動
車（
Ａ
Ｓ
Ｖ
：A

dvanced Safety 
V

ehicle

）の
開
発
・
普
及
の
推
進
を
産
学
官

の
協
力
の
下
で
行
っ
て
お
り
、
現
在
そ
の
第

四
期（
平
成
十
八
～
二
十
二
年
度
）を
迎
え

て
い
る
。
図
3
は
、
国
土
交
通
省
先
進
安
全

推
進
検
討
会
の
資
料（
第
三
期
：
平
成
十
三

年
度
～
十
七
年
度
）
に
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｖ
の
イ

メ
ー
ジ
図
で
あ
る
が
、
こ
の
図
に
も
あ
る
と

お
り
自
動
車
は
ま
さ
に
セ
ン
サ
等
の
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
を
満
載
し
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
い
わ
ば
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
組
込
製
品
そ
の

も
の
と
も
い
え
る
。

　

自
動
車
分
野
も
家
電
分
野
同
様
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
と
し
て
も
大
き
な
市
場
の
形
成

が
期
待
さ
れ
る
分
野
と
い
え
る
。

⑶
福
祉
機
器
分
野

　

我
が
国
は
世
界
に
先
駆
け
て
の
少
子
高
齢

化
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
る
が
、
福
祉
用
ロ

ボ
ッ
ト
の
み
な
ら
ず
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活

用
し
た
機
器
へ
の
ニ
ー
ズ
は
益
々
高
ま
っ
て

い
る
。
筑
波
大
学
の
山
海
研
究
室
が
開
発
を

行
っ
て
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
」

図
4
は
、
人
が
筋
肉
を
動
か
そ
う
と
し
た
と

き
漏
れ
出
す
微
弱
な
生
体
信
号
を
セ
ン
サ
で

読
み
取
り
、
そ
の
信
号
を
も
と
に
パ
ワ
ー
ユ

ニ
ッ
ト
を
制
御
し
、
装
着
者
の
筋
肉
の
動
き

と
一
体
的
に
関
節
を
動
か
す
も
の
で
、
二
〇

〇
八
年
にCY

BERD
Y

N
E

社
を
立
ち
上
げ

る
と
と
も
に
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
と
提
携
し

量
産
工
場
を
完
成
さ
せ
販
売
に
着
手
し
て
い

る
。
こ
の
Ｈ
Ａ
Ｌ
は
、
福
祉
分
野
は
勿
論
の

こ
と
、
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
と
し
て
幅
広
い
分

野
で
の
適
用
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
歩
行
ア
シ
ス
ト
や
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
は
、

ま
さ
に
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
製
品
と
し
て
の
典
型

と
も
い
え
、
今
後
の
市
場
化
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

⑷
農
業
分
野

　

わ
が
国
の
農
業
の
現
状
は
、
後
継
者
不
足

や
高
齢
化
で
離
農
す
る
農
家
が
増
え
、
一
人

当
た
り
の
農
業
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

傾
向
が
あ
る
。
さ
ら
に「
法
人
形
態
」に
よ
っ

て
農
業
を
営
む
「
農
業
法
人
」化
も
進
む
な

ど
農
業
分
野
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
へ
の

期
待
は
高
い
。

　

研
究
段
階
の
も
の
と
し
て
は
、
位
置
セ
ン

サ
と
し
て
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
姿
勢
を
計
測
す
る
光

フ
ァ
イ
バ
ジ
ャ
イ
ロ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
自

動
制
御
す
る
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
生
研
セ

ン
タ
ー
の
「
耕
う
ん
ロ
ボ
ッ
ト
」図
5
や
中

央
農
研
の
「
田
植
え
ロ
ボ
ッ
ト
」の
研
究
に

お
い
て
技
術
的
な
完
成
度
が
示
さ
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
等
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
農
林
水
産
省
の
「
次
世
代

型
施
設
生
産
シ
ス
テ
ム
」、
あ
る
い
は
農
水

省
と
経
済
産
業
省
の
農
商
工
連
携
等
促
進
法

の
も
と
で
の
「
植
物
工
場
」に
も
あ
る
よ
う

に
、
施
設
内
で
生
育
情
報
や
収
量
・
品
質
に

関
す
る
デ
ー
タ
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
施
肥
量

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
、
大
規
模
な
施
設
生
産

の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。

お　

わ　

り　

に

　

以
上
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
た
動
き

に
つ
い
て
、
そ
の
市
場
性
が
期
待
さ
れ
る
分

野
を
中
心
に
概
観
し
た
が
、
こ
れ
ら
産
業
分

野
以
外
に
も
、
椅
子
や
マ
ネ
キ
ン
な
ど
と

い
っ
た
我
々
の
身
近
な
製
品
へ
の
展
開
が
試

み
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
は
今
日
、

Ｒ
Ｔ
と
い
う
名
称
の
浸
透
如
何
に
関
わ
ら

ず
、
様
々
な
製
品
に
組
み
込
ま
れ
、
既
に
商

品
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
段
階
の
も
の
も
含
め
て
、
産
業
分
野

で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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ロ
ボ
ッ
ト
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
）に
よ
る
産
業
波
及
効
果
と

市
場
分
析
」、
平
成
二
〇
年
三
月

⑵ 

㈶
機
械
振
興
協
会
経
済
研
究
所
、
㈳
日
本

ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会
：「
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ

ト
普
及
に
向
け
た
社
会
環
境
整
備
に
関
わ

る
調
査
」、
平
成
二
十
一
年
三
月

⑶ 

㈳
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会
：
機
関
誌「
ロ

ボ
ッ
ト
一
七
七
号
」平
成
十
九
年
七
月

図3　先進安全自動車（ASV）のイメージ

出所：© 国土交通省ＨＰ資料から

図4　ロボットスーツ「HAL」

出所：HAL© 大和ハウス工業 /
CYBERDYNE のプレス資料から

図5　耕うんロボット
（©生研センター）

出所： ㈳日本ロボット工業会　機関誌「ロ
ボット1��号」から
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経
済
産
業
省
で
は
少
子
高
齢
化
時
代
を
見

据
え
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
共
存
す
る
安
全
・
安
心

な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
平
成

二
〇
年
度
に
ロ
ボ
ッ
ト
政
策
研
究
会（
委
員

長
：
三
浦
宏
文
前
工
学
院
大
学
学
長
）を
設

置
し
、
近
い
将
来
の
市
場
化
に
向
け
、
早
期

に
検
討
す
べ
き
有
望
四
タ
イ
プ
〔「
移
動
作

業
型（
操
縦
中
心
）」、「
移
動
作
業
型（
自
律

中
心
）」、「
人
間
装
着（
密
着
）型
」、「
搭
乗

型
」〕に
つ
い
て
、
具
体
的
な
安
全
基
準
や

ル
ー
ル
策
定
、
安
全
技
術
開
発
の
必
要
性
に

つ
い
て
提
言
し
て
い
る
。

　

本
報
告
書
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
「
セ
ン

サ
ー
、
知
能
・
制
御
系
、
駆
動
系
の
三
つ
の

技
術
要
素
を
有
す
る
知
能
化
し
た
機
械
シ
ス

テ
ム
」と
定
義
し
て
お
り
、
本
項
に
お
い
て

も
同
様
に
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
以
下

「
Ｒ
Ｔ
」と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
セ
ン
サ
ー

技
術
、
知
能
・
制
御
技
術
、
駆
動
技
術
と
前

提
し
て
説
明
す
る
。

　

Ｒ
Ｔ
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
ま
ず
、
全
体

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
設
計
し
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
や
製
品
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
Ｒ

Ｔ
を
活
用
し
付
加
価
値
を
出
す
か
と
い
う
考

え
方
が
重
要
と
な
る
。

　

関
連
す
る
川
中
技
術
と
し
て
は
セ
ン
サ
ー

系
の「
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」、「
計
測
・
制
御
」、知
能
系

の
「
Ｉ
Ｔ
」、
駆
動
系
の
「
ナ
ノ
テ
ク
・
材
料
」

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
」

等
広
範
に
わ
た
っ
て

い
る
。（
図
表
1
）

　

こ
の
よ
う
に
幅
広

い
技
術
統
合
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト

に
必
要
と
さ
れ
る
個

別
の
要
素
技
術
に
つ

い
て
は
、
経
済
産
業

省
が
平
成
二
十
一
年

四
月
に
公
表
し
た
技

術
戦
略
マ
ッ
プ
を
基

に
次
表
に
整
理
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
要
素
技

術
の
実
現
工
程
に
つ

い
て
は
技
術
戦
略

マ
ッ
プ
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
地
域
企
業
が

当
該
分
野
へ
参
入
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
要

素
技
術
の
現
状
を
把
握
し
自
社
の
技
術
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
十
分
踏
ま
え
た
上

で
検
討
さ
れ
た
い
。（
図
表
2
）

　

最
後
に
Ｒ
Ｔ
に
対
す
る
技
術
開
発
・
実
用

化
及
び
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
際
の
主
要
な

支
援
施
策
を
紹
介
す
る
。
各
県
等
の
技
術
開

発
支
援
制
度
は
各
々
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
参

照
さ
れ
た
い
。

【
技
術
開
発
支
援
】

経
済
産
業
省

○
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業

対
象
：「
中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
基
盤
技

術
の
高
度
化
に
関
す
る
法
律
」に
よ
る
認
定

を
受
け
た
中
小
企
業
者
を
含
む
共
同
体

概
要
：
我
が
国
製
造
業
者
の
国
際
競
争
力
の

強
化
と
新
た
な
事
業
の
創
出
を
目
指
し
、
中

小
企
業
の
モ
ノ
作
り
基
盤
技
術（
鋳
造
、
鍛

造
、
切
削
、
め
っ
き
等
）の
高
度
化
に
資
す
る

革
新
的
か
つ
ハ
イ
リ
ス
ク
な
研
究
開
発
等
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
委
託
研
究
開

発
を
行
う
。

補
助
条
件
：［
限
度
額
］四
、
五
〇
〇
万
円
以

下［
研
究
期
間
］三
年
以
内

照
会
窓
口
：
東
北
経
済
産
業
局
産
業
技
術
課

（
法
の
認
定
に
つ
い
て
は
情
報
・
製
造
産
業

課
）

公
募
時
期
：
三
月
一
日
～
四
月
二
十
二
日

○
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
研
究
開
発
事
業

経済産業省における
ロボット関連技術の開発支援について

寄 稿

　　　　　� 東北経済産業局　情報・製造産業課

出典：2009年3月経済産業省ロボット政策研究会報告書

図表1　ロボットテクノロジーの考え方
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対
象
：
地
域
の
産
学
官（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管

理
法
人
、
企
業
、
研
究
機
関
、
大
学
等
）か
ら

な
る
研
究
体

概
要
：
地
域
に
お
い
て
新
産
業
・
新
事
業
を

創
出
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

産
学
官
の
研
究
開
発
リ
ソ
ー
ス
の
最
適
な
組

み
合
わ
せ
か
ら
な
る
研
究
体
を
組
織
し
、
新

製
品
開
発
を
目
指
す
実
用
化
技
術
の
研
究
開

発
を
通
じ
て
、
新
た
な
需
要
を
開
拓
し
、
地

域
の
新
産
業
・
新
事
業
の
創
出
に
貢
献
し
う

る
製
品
等
の
開
発
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

補
助
条
件
：（
一
般
型
）初
年
度
：
三
千
万
～

一
億
円
以
内
、
次
年
度
：
五
千
万
円
以
内

（
地
域
資
源
活
用
型
）初
年
度
：
五
百
万
～
三

千
万
円
以
内
、
次
年
度
：
二
千
万
円
以
内

［
研
究
期
間
］二
年
以
内

照
会
窓
口
：
東
北
経
済
産
業
局
産
業
技
術
課

公
募
時
期
：
三
月
十
九
日
～
四
月
十
九
日

http://w
w
w
.tohoku.m

eti.go.jp/s_sangi/
index_sangi.htm

l

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ（
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）

http://w
w
w
.nedo.go.jp/inform

ations/
koubo/index.htm

l
○
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

�

（
産
業
技
術
実
用
化
開
発
研
究
助
成
事
業
）

○
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

（
研
究
開
発
型
ベ
ン
チ
ャ
ー
技
術
開
発
助

成
事
業
）

○
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

（
次
世
代
戦
略
技
術
実
用
化
開
発
助
成
事
業
）

　

優
れ
た
先
端
技
術
シ
ー
ズ
や
大
学
等
の
技

術
シ
ー
ズ
を
実
用
化
に
効
率
的
に
結
実
さ
せ

る
こ
と
を
通
じ
て
、
我
が
国
技
術
水
準
の
向

上
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
図
る
た
め
、

優
れ
た
技
術
の
実
用
化
開
発
に
対
し
助
成
を

行
い
ま
す
。

公
募
時
期
：
三
月
中
旬
～
五
月
中
旬

○
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
実
用
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

経
済
産
業
省
が
推
進
す
る
「
ロ
ボ
ッ
ト
・

新
機
械
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」及

び
内
閣
府
が
推
進
す
る
「
社
会
還
元
加
速
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
実
施
。

公
募
時
期
：
平
成
二
十
一
年
五
月
十
一
日
締

切
り

研
究
開
発
期
間
：
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平

成
二
十
五
年
度
ま
で
の
五
年
間

事
業
規
模
及
び
総
事
業
費
：
平
成
二
十
一
年

度　

約
一
、
六
〇
〇
百
万
円
、
総
事
業
費　

約
六
、
〇
〇
〇
百
万
円

《
資
料
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
》

技
術
戦
略
マ
ッ
プ
二
〇
〇
九（
経
済
産
業
省
）

http://w
w
w
.m
eti.go.jp/policy/econom

y/
gijutsu_kakushin/kenkyu_kaihatu/
str2009.htm

l

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
政
策
研
究
会（
経
済
産
業
省
）

http://w
w
w
.m
eti.go.jp/press/2009032

5002/20090325002.htm
l

図表2　ロボット（次世代産業用、サービス、フィールド）の機能と要素技術
目的・必要機能 要素技術

〈システム化技術〉
・総合デザイン技術、インテグレーション技術、サービス科学

サービス開発ツール、作業教示ツール、モデリング・分析、イ
ンターオペラビリティ

Ａ〈環境構造化・標準化〉
ロボット用コンテンツサービス、他のRT機器と通信できる、情報家電と通信
できる、他のロボット要素と互換性がとれる、迅速な開発ができる、再利用性
を高める、他標準規格と連携する、施工情報連携、施工工程間の施工情報交換

RTミドルウェア組込みデバイス、ハンドリングデータベース
利用技術、�RFID タグ（RT用）、センサーネットワーク、ユビ
キタスセンサ融合、3D自動地図・軌道生成、CAD情報利用目
標生成

Ｂ〈コミュニケーション〉
話者の方向を向く、対話できる、ジェスチャを理解できる、データベース情報
を提供できる、人の状況が理解できる、人の意図が理解できる、人について学
習し、適応できる、人にとって好ましいインターフェイス、メディアとして働
く、複雑な作業装置（アーム等）の簡便操作系

音声認識アルゴリズム、対話アルゴリズム、ジェスチャー認識・
生成アルゴリズム、身体モデル、姿勢推定アルゴリズム、状況
推定アルゴリズム、メンタルモデル、意志推定アルゴリズム、
五感融合技術、作業対象状態、作業状況認識、作業指示理解、
音源分離（アレイマイク）、多自由度アクティブビジョン

Ｃ〈マニュピレーション〉
複数のアーム等でいろいろな形状のものを掴める、安全な軽量化、組み立て分
解作業ができる、道具を使って作業ができる、多様な形状のものを迅速かつ高
精�度・高信頼度でハンドリングできる、人間の動作をスケールアップした作
業装置（大きさ、力……）、重い（大きい）対象物を安全に思い通りにハンドリ
ング、土などのように性質の変化にも安定した掘削に思い通りにハンドリング

多機能ハンド、フレキシブル2次元触覚センサ、3次元位置検
出センサ、スマートセンサの小型化、高精度角度・方位センシ
ング、土質センシング

Ｄ〈移動、障害物の識別〉
オープンエリアでの測位、人の動きの検出、動的歩行・走行、跳躍動作、環境
認識と把握、衝突の回避、行動の学習と計画、自分の位置が解る、必要に応じ
て高精度で停止できる、ラフロード・ラフロード、瓦礫上での安定な姿勢での
作業、瓦礫上での効率よい移動

広帯域・高解像度・高感度ビジョンセンサ、屋内測位センサ、3
次元位置検出センサ、高精度角度・方位センシング、距離画像
センサ、人間との協調、人追従型移動制御、環境対応移動機構・
制御

Ｅ〈エネルギー源・パワーマネジメント〉
長寿命・省電力、電源コードが不要、重量物可搬なアクチュエータ、重量物可
搬な動力系

省電力制御、瞬間充放電・回生制御、バッテリー制御、一体型
小型プラグインアクチュエータ、負荷予測過負荷適合制御、軽
量機構

Ｆ〈安全技術〉
衝突や挟圧時の本質安全技術、健全性診断、及び修復技術、人検知機能に基づ
く自律回避と制動、リスク評価を反映した安全方策、安全防護階層構造の適用、
事故事例DB、確実なインタロック制御

フェイルセーフ、ログ蓄積・解析、コンプライアンス調整制御、
五感フィードバック制御、転倒・荷崩れ防止制御

Ｇ〈運用技術〉
リスクアセスメントに基づく運用、マンマシン IF（安全情報提示）、保守点検
計画の策定

サービス開発ツール、作業教示ツール、インターオペラビリ
ティ、RTプラットフォーム

出典：技術戦略マップ2009（経済産業省）をもとに編集



―　　―10 アイビクト情報 Vol. 89 2010.4

特集　ロボット技術を活用した地域産業活性化

一　

高
齢
化
社
会
の
現
状

　

二
十
一
世
紀
の
大
き
な
社
会
的
課
題
の
ひ

と
つ
は
、「
高
齢
化
社
会
に
ど
う
対
応
す
る

か
」で
し
ょ
う
。

　

仙
台
市
の
高
齢
者
数（
六
五
歳
以
上
）は

平
成
二
〇
年
十
月
一
日
現
在
、約
十
八
万
人
、

こ
の
う
ち
前
期
高
齢
者
が
約
九
八
、
〇
〇
〇

人
、後
期
高
齢
者
が
八
二
、〇
〇
〇
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
度
に
は
約
一

九
％
で
約
一
九
二
、
〇
〇
〇
人（
う
ち
前
期

高
齢
者
約
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
人
）、
後
期
高
齢

者
が
約
九
二
、
〇
〇
〇
人
）に
達
す
る
も
の

と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
二
〇
三
〇
年
に
な
る

と
四
人
に
一
人
は
高
齢
者
に
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が
発
表

し
た
「
二
〇
〇
三
年
世
界
保
健
報
告
」に
よ

る
と
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
七
八
・

四
歳
、
女
性
八
五
・
三
歳
、
健
康
寿
命
は
男

性
七
二
・
三
歳
、
女
性
七
七
・
七
歳
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
差
、
す
な
わ
ち
男
性
で
約

六
年
、
女
性
で
約
八
年
の
期
間
が
、
老
齢
に

伴
い
何
ら
か
の
身
体
的
不
自
由
さ
の
中
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
高
齢
の
方
々
も
、
精
神
的
、
身
体
的
に

自
立
し
て
、
豊
か
な
健
康
生
活
が
送
れ
る
よ

う
な
社
会
環
境
の
構
築
は
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
と
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
に
関
連
す

る
情
報
技
術
、
機
械
化
技
術
の
貢
献
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

仙
台
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

共
和
国
と
の
提
携
に
よ
り
、「
仙
台
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
」を
拠
点
と
し

て
、
Ｉ
Ｔ
や
ハ
イ
テ
ク
を
活
用
し
た
健
康
福

祉
機
器
の
製
品
開
発
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
進

め
、
健
康
福
祉
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
創
出
を

図
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
契
機
と
し
て
、
国
際
経
済
交
流
事
業
を
拡

充
し
、
産
業
の
国
際
化
を
一
層
促
進
す
る
こ

と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

一　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仕
組
み
（
図
1
）

　
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
せ
ん
だ
ん
の

館（
テ
ル
ベ
）」の
隣
に
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
施
設
と
し
て
の
「
研
究
開
発
館
」が
併
設

さ
れ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
地

域
の
高
齢
者
の
自
立
を
支
援
す
る
様
々
な
手

法
を
参
加
団
体
と
開
発
し
、
事
業
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
か
ら
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
貿
易
局（
Ｆ
Ｉ

Ｎ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
）を
中
心
に
国
立
保
健
福
祉
院（
Ｔ

Ｈ
Ｌ
）、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
等
が
国

家
機
関
と
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。http://

sendai.fw
bc.jp/index.htm

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
る

技
術
分
野
と
産
業
化
の
方
向

　
《
高
齢
者
の
尊
厳
の
あ
る
生
き
方
》を
支
援

す
る
技
術
分
野
と
し
て
、
次
の
項
目
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

・�

安
心
を
提
供
す
る
福
祉
機
器
の
開
発
・
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化

・�

ソ
フ
ト
開
発
と
通
信
技
術
に
よ
る
安
全
・

安
心
の
提
供

・�

ハ
ウ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
（
ス
マ
ー
ト

ハ
ウ
ス
）に
よ
る
安
全
・
安
心
の
提
供

・
自
立
す
る
高
齢
者
向
け
家
具
・
空
間
設
計

・�

予
防
介
護
・
残
存
機
能
向
上
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

　

特
に
最
初
の
三
分
野
は
、
自
動
化
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
の
応
用
展
開
が
可
能
な
分
野
で
あ

り
、
高
齢
の
方
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
支
援
し

て
い
く
見
守
り
技
術
が
今
後
大
事
に
な
る
と

想
定
し
て
い
ま
す
。

見
守
り
支
援
機
器
の
紹
介

　

図
2
は
現
在
、
仙
台
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
健
康

㈶仙台市産業振興事業団
� 理事・FWBC推進本部長　吉村　　洋　氏

仙台市における健康福祉
� 産業クラスター形成
～フィンランドとの提携をベースに～

は　

じ　

め　

に

事例紹
介

特別養護老人ホーム

せんだんの館 テルベ
研究開発施設
（Ｒ＆Ｄ施設）

・フィンランド型福祉と日本の福祉を融合した
新しい福祉の実践
・Ｒ＆Ｄ施設へニーズ情報の提供
・開発された機器・サービスの評価，データ収集

・ＩＴなどを利用した健康福祉機器やサービスの開発
・地域の企業とフィンランド企業の共同研究開発
・地域の大学，オウル大学等と企業の共同研究開発

フィンランド健康福祉センター推進協議会
（構成）企業，東北福祉大学・東北大学等研究機関

東北福祉会等福祉団体，行政機関，日本政策投資銀行
仙台市，仙台市産業振興事業団など

企業 オウル市
貿易局（FINPRO） オウル大学
国立保健福祉院 フィンランドセンター
技術庁（TEKES）

フィンランド仙 台

□ 世界を視野に入れた『仙台ブランド』の新製品・サービス開発
□ ハイテク技術を取り入れ高齢者の『自立』を実現
□ 世界的に魅力ある投資先としての『仙台』づくり

青葉区水の森

フィンランドの国家プロジェクトとして
位置づけられている

設置運営：仙台市産業振興事業団 設置運営：東北福祉会

仙台フィンランド健康福祉センター

緊密な連携

図1　プロジェクトの仕組み
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福
祉
セ
ン
タ
ー
研
究
開
発
館
に
て
展
示
・
紹

介
し
、
事
業
化
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
種
々

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
技
術
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
技
術
開
発
面
か
ら
は
、
い
ろ
ん
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
実
の
高
齢
者

の
生
活
支
援
を
考
え
る
と
、
単
独
の
技
術
の

み
で
は
な
く
、
個
々
人
の
実
情
に
応
じ
た
組

み
合
わ
せ
で
支
援
す
る
こ
と
が
涵
養
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

一�　

生
活
見
守
り
シ
ス
テ
ム「
元
気
で
い
る
か
」

　

遠
隔
地
か
ら
、
高
齢
者
の
生
活
状
況
を

そ
っ
と
見
守
る
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
生
活
見
守
り
シ
ス
テ
ム
「
元
気

で
い
る
か
」が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
（
株
式

会
社
エ
イ
コ
ン
電
子
）。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

日
常
最
も
多
く
使
用
す
る
家
電
製
品（
種
類

を
問
わ
な
い
。
例
え
ば
Ｔ
Ｖ
）の
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ

Ｆ
Ｆ
状
態
、
部
屋
の
明
る
さ
、
温
度
を
常
時

モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、

見
守
ら
れ
る
方
か
ら
の
「
安
全
メ
ー
ル
」も

簡
単
な
操
作
で
行
え
る
こ
と
が
で
き
、
双
方

に
安
心
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二　

生
活
モ
ニ
タ
ー
「Vivago

」

　

在
宅
生
活
支
援
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
で
は
既
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
こ

の
時
計
型
リ
ス
ト
バ
ン
ド
（
Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
）は

常
時
着
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
必
要
な
時
は

自
ら
支
援
の
要
請（
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
の
よ
う

な
機
能
）が
で
き
、
遠
隔
か
ら
日
常
の
活
動

パ
タ
ー
ン
の
確
認
や
、
ま
た
、
不
慮
の
事
故

で
転
倒
失
神
し
た
等
の
場
合
、
自
動
的
に
緊

急
通
報
さ
れ
ま
す
。

三�　

徘
徊
者
の
安
全
を
支
援
す
る
セ
ン
サ
ー

シ
ス
テ
ム

　

徘
徊
者
に
小
さ
な[

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
タ
グ]

を

携
行
し
て
も
ら
い
、
病
院
や
高
齢
者
施
設
の

出
入
り
口
に
て
、
徘
徊
、
無
断
外
出
等
を
セ

ン
サ
ー
が
見
守
り
、
介
助
者
に
知
ら
せ
る

「
尊
命
人
間
Ｎ
Ｅ
Ｗ
」(
株
式
会
社
ジ
ェ
ー
・

シ
ー
・
ア
イ)

は
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
行
動

の
あ
る
方
の
安
全
見
守
り
と
し
て
有
用
で

す
。
ま
た
、
個
人
の
家
に
も
適
用
が
可
能
で

あ
り
、
家
族
や
介
助
者
の
負
担
を
和
ら
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

四�　

屋
内
の
移
動
の
見
守
り「
フ
ィ
ル
ム
セ

ン
サ
ー
」

　

屋
内
の
生
活
状
態
、
活
動
状
況
を
フ
ロ

ア
ー
に
敷
い
た
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
サ
ー
に
て
モ

ニ
タ
ー
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

（M
ariM

ils

社
）か
ら
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
既
存
の
フ
ロ
ア
ー
に
簡
単
に
設
置

で
き
る
も
の
で
、
そ
の
広
さ
も
制
限
が
あ
り

ま
せ
ん
。
又
、
フ
ロ
ア
ー
へ
の
接
触
面
の
広

が
り
も
モ
ニ
タ
ー
で
き
る
た
め
、
転
倒
時
な

ど
の
緊
急
連
絡
に
も
応
用
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
セ
ン
サ
ー
は
、
物
が
動
く
こ
と

に
よ
っ
て
生
じ
る
静
電
容
量
の
変
化
を
検
知

し
て
い
る
の
で
、
加
重
に
よ
る
変
形
や
物
理

的
な
接
触
を
必
要
と
し
な
い
の
が
特
徴
で

す
。
施
設
で
の
高
齢
者
の
見
守
り
テ
ス
ト
が

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

五　

睡
眠
状
態
を
見
守
る「
ベ
ッ
ド
セ
ン
サ
ー
」

　

高
齢
者
に
と
っ
て
、
安
定
し
た
睡
眠
は

日
々
の
生
活
に
重
要
で
あ
り
、
充
分
な
睡
眠

を
誘
導
す
る
ケ
ア
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
又
、

体
が
不
自
由
な
場
合
の
離
床
の
的
確
な
連
絡

は
適
切
な
ケ
ア
を
提
供
し
、
転
倒
を
防
止
す

る
上
で
重
要
で
す
。
こ
の
観
点
か
ら
、
睡
眠

状
態
を
見
守
り
、
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
適
切
な

連
絡
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る
「
ベ
ッ�

ト
セ
ン
サ
ー
」
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
企
業

（A
udioriders

社
）と
弘
進
ゴ
ム
㈱
と
で
共

同
開
発
さ
れ
、
実
用
化
に
向
け
て
施
設
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
場
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

開
発

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
研
究
開
発
館
」の

隣
に
介
護
の
現
場
が
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

り
、
研
究
開
発
館
が
支
援
す
る
開
発
は
、
現

場
の
ニ
ー
ズ
が
起
点
に
な
る
こ
と
の
象
徴
で

も
あ
り
ま
す
。「
見
守
り
支
援
機
器
」で
紹
介

し
た
事
例
も
、
施
設
や
利
用
者
の
協
力
を
得

て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
の
繰
り
返
し
の
な

か
か
ら
、
商
品
の
完
成
度
を
高
め
て
い
く
手

法（「
リ
ビ
ン
グ
・
ラ
ボ
」ス
タ
イ
ル
）を
と
っ

て
い
ま
す
。

結　
　
　

び

　

高
齢
社
会
に
対
す
る
産
業
支
援
は
高
齢
者

の
生
活
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
涵
養
で
あ
り
、
全
世
界
的
課
題
で
も
あ

り
ま
す
。
仙
台
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
研
究
開
発
館
で
は
、
従
来
の
企
業
支

援
・
産
学
連
携
に
留
ま
ら
ず
、
国
際
的
な
連

携
・
提
携
を
目
指
し
、
互
い
の
文
化
・
商
慣

習
を
尊
重
し
つ
つ
、
親
身
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
企
業
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。
ロ

ボ
ッ
ト
工
学
の
応
用
と
し
て
の
「A

ssistive�
T
echnology

」を
高
齢
者
の
生
活
の
場
に
根

ざ
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、福
祉
現

場
と
の
連
携
の
下
、健
康
福
祉
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

の
創
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
関
心
の
あ
る

企
業
の
積
極
的
な
参
画
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

図2　種々の見守りシステムの提案

吉
村　
　

洋（
よ
し
む
ら　

ひ
ろ
し
）氏
略
歴

一
九
四
六
年
生
ま
れ　

滋
賀
県
出
身
。
京

都
大
理
学
修
士
。

一
九
七
〇
年
、
ソ
ニ
ー
㈱
入
社
。

一
九
九
二
年
Ｍ
Ｄ
を
商
品
化
。
そ
の
後
、

光
デ
ィ
ス
ク
事
業
部
長
、
デ
ー
タ
メ
デ
ィ

ア
事
業
部
長
、
開
発
部
門
長
、
仙
台
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
代
表
を
歴
任
。

二
〇
〇
三
年
五
月
、
㈶
仙
台
市
産
業
振
興

事
業
団
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

就
任
。
二
〇
〇
八
年
四
月
、
同
事
業
団
理

事
・
Ｆ
Ｗ
Ｂ
Ｃ
推
進
本
部
長
に
就
任
。
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株
式
会
社
山
王
電
機
製
作
所
は
秋
田
市
の

北
部
飯
島
に
あ
る
、
設
立
し
て
三
年
目
の
小

さ
な
会
社
で
す
。
工
場
の
西
側
に
は
新
城
川

が
流
れ
そ
の
奥
に
松
林
が
広
が
り
、
松
林
を

抜
け
る
と
日
本
海
を
見
渡
せ
ま
す
。
Ｆ
Ａ
技

術
に
深
く
携
わ
っ
て
き
た
技
術
者
が
集
ま

り
、
二
〇
〇
四
年
に
秋
田
市
山
王
に
て
創
業

を
開
始
し
二
〇
〇
七
年
会
社
設
立
に
至
り
ま

し
た
。
社
名
の
山
王
は
創
業
開
始
の
地
名
を

頂
い
た
も
の
で
す
。

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
機
械
と
人
が
共
存
し

て
高
度
技
術
社
会
を
築
い
て
行
け
る
未
来
を

見
つ
め
、
世
界
に
通
用
す
る
独
自
の
高
度
技

術
を
確
立
し
、
地
域
社
会
、
日
本
そ
し
て
世

界
に
貢
献
す
る
企
業
を
目
指
し
て
日
々
技
術

と
技
能
を
磨
き
続
け
て
い
ま
す
。

事
業
の
内
容

　

当
社
は
Ｆ
Ａ
技
術
の
経
験
を
活
か
し
た
、

生
産
工
場
の
自
動
化
設
備
の
設
計
、
製
作
を

は
じ
め
、
電
気
、
電
子
回
路
の
設
計
、
各
種

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
最
も
得
意
と
し
、

多
く
の
お
客
様
へ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
画
像
認
識
技
術
や
垂
直
多
関
節

ロ
ボ
ッ
ト
、
高
速
位
置
決
め
な
ど
数
値
制
御

技
術
を
利
用
し
た
自
動
化
や
ア
ナ
ロ
グ
、
デ

ジ
タ
ル
電
子
回
路
の
設
計
な
ど
、
高
度
に
複

雑
化
し
た
商
品
を
生
み
出
し
続
け
る
日
本
の

製
造
業
を
支
え
る
た
め
の
Ｆ
Ａ
技
術
部
門
を

有
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
、

Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
、
Ｉ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
な
ど
の
Ｏ
Ｓ
へ

の
対
応
、ア
セ
ン
ブ
ラ
、Ｃ
言
語
、Ｐ
Ｌ
／
Ｉ
、

Ｖ
Ｂ
な
ど
の
言
語
に
よ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
を
行
う
シ
ス
テ
ム
開
発
グ
ル
ー
プ
を
有
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
社
商
品
、
独
自
事
業
と
し
て

在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ

ス
テ
ム
、
学
校
向
け
技
術
教
育
機
器
、
バ
ー

コ
ー
ド
を
利
用
し
た
倉
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
、

学
校
で
の
３
Ｄ―

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
講
習
会
な
ど
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
高
専
や
大
学
と
の
共
同
研
究
、

共
同
特
許
の
取
得
な
ど
多
く
の
方
た
ち
か
ら

の
お
力
を
お
借
り
で
き
と
て
も
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。お
仕
事
を
下
さ
る
様
々
な
お
客
様
、

商
社
様
や
惜
し
み
な
い
協
力
関
係
を
築
い
て

い
た
だ
い
た
企
業
の
皆
様
の
お
か
げ
で
わ
た

く
し
た
ち
の
事
業
は
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。

当
社
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の

考
え
方

　

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
は
じ
め

様
々
な
自
動
で
自
立
し
て
動
き
続
け
る
装
置

に
代
表
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
で
す
が
、
わ

た
く
し
た
ち
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
機
械
と

人
の
共
存
を
果
た
す
べ
く
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

の
活
用
、
発
展
に
関
し
て
自
分
た
ち
に
可
能

な
範
囲
で
の
理
念
と
考
え
方
を
進
化
さ
せ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

単
に
働
き
手
を
奪
う
自
動
化
、
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
で
は
な
く
、
人
間
の
安
全
を
守
る
た
め

に
人
に
代
わ
り
作
業
を
行
う
も
の
を
考
え
て

き
ま
し
た
。
良
品
率
の
向
上
や
リ
ー
ド
タ
イ

ム
の
短
縮
を
目
的
と
し
た
人
間
の
作
業
の
限

界
を
補
う
た
め
の
も
の
を
考
え
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
今
で
は
当
た
り
前
の
考
え
方
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
導
入

が
ど
の
よ
う
に
有
益
な
結
果
を
も
た
ら
す
の

か
、
ど
の
よ
う
な
弊
害
を
生
み
出
す
可
能
性

が
あ
る
の
か
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
考
え
て

行
き
ま
す
。

　

最
初
の
う
ち
は
良
い
こ
と
だ
け
が
大
き
く

見
え
て
い
た
も
の
が
、
長
い
時
間
の
経
過
と

と
も
に
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
取
り
返
し

づ
ら
い
結
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
多
い
の
は

ど
の
よ
う
な
世
界
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
臆
病
に
な
り
す
ぎ
て
挑
戦
す
る
こ

と
を
忘
れ
て
も
な
り
ま
せ
ん
。
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
失
敗
を
繰
り
返
し
、
そ
の
中
か

ら
学
び
得
る
限
り
な
く
価
値
あ
る
も
の
も
多

い
で
し
ょ
う
。

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
た

地
域
産
業
活
性
化

●
地
域
産
業
活
性
化
の
た
め
に

　

地
域
産
業
へ
の
貢
献
を
果
た
す
た
め
に
は

地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
大
前
提
と
な
る
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
わ
た
く
し
た
ち
は

地
域
社
会
に
愛
さ
れ
、
必
要
不
可
欠
の
存
在

と
な
る
べ
く
努
力
と
実
績
を
積
み
重
ね
て
行

　　　株式会社山王電機製作所
� 代表取締役　本間　　淳　氏

ロボット技術を活用した
山王電機製作所の取り組み

は　

じ　

め　

に

事例紹
介
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か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
き
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
の
は
未
来
の

志
と
し
て
も
、
今
わ
た
く
し
た
ち
に
で
き
る

こ
と
と
し
て
、
ふ
た
つ
の
こ
と
を
大
切
に
し

て
行
き
ま
す
。

●
お
客
様
の
た
め
の
価
格
設
定

　

お
客
様
に
と
っ
て
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
活

用
は
大
き
な
付
加
価
値
を
生
み
続
け
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
た
め
の
投
資
は
大

き
な
も
の
が
普
通
で
し
た
。
近
年
そ
の
傾
向

は
少
し
ず
つ
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
関

係
業
界
に
関
わ
る
者
と
し
て
新
し
い
認
識
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
高
度
な
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
と
は
い
え
、
技
術
自
体
で
は
勝
つ
こ
と

が
多
く
で
き
た
と
し
て
も
価
格
で
考
え
る
な

ら
ば
世
界
に
対
し
て
の
競
争
力
を
維
持
し
て

行
く
の
は
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

会
社
と
社
員
を
守
り
発
展
、
成
長
を
続
け

る
た
め
の
死
に
も
の
狂
い
の
努
力
も
巨
大
な

設
備
投
資
が
足
元
を
揺
る
が
す
原
因
と
な
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
わ
が
身
を
守
る

た
め
に
最
終
顧
客
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
対

し
て
の
貢
献
を
小
さ
な
も
の
に
し
て
し
ま
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
は
ず
で
す
。

　

安
く
て
最
高
品
質
の
商
品
を
生
み
出
し
て

き
た
日
本
の
製
造
業
の
原
点
で
あ
っ
た
製
造

技
術
、
生
産
技
術
の
真
骨
頂
を
今
一
度
見
つ

め
直
し
、蘇
ら
せ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
お
客
様
の
競
争
力
を
弱
め
な
い
、

更
に
強
く
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
価
格
設

定
を
意
識
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
活
用
を
提

案
し
て
行
き
ま
す
。

●
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
で
の
新
た
な
創
造

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用

す
る
事
で
お
客
様
に
新
し
い
事
業
の
創
造
の

お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
す
。
慣
れ
た
環
境

の
中
で
の
効
率
化
や
改
善
だ
け
で
は
そ
こ
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
厳
し
い
冬
を
経
験
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
東
北
地
方
の
農
業
は
決
ま
っ
た
季
節

に
決
ま
っ
た
農
作
物
を
生
産
し
て
、
作
物
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
冬
季
は
出
稼
ぎ
や

他
の
不
慣
れ
な
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
生
活
を

守
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
旬
の
農
産
物
の
魅
力

は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
季
節

や
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
環
境
を
作
り
出
し

今
ま
で
の
苦
労
を
大
き
な
喜
び
に
変
え
る
こ

と
も
精
密
な
温
度
管
理
や
適
切
な
自
動
化
な

ど
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
活
用
で
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
活
用
が
新
し
い
事
業
の

創
造
の
お
手
伝
い
を
し
た
良
い
例
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

の
活
用
は
様
々
な
新
た
な
創
造
の
原
点
に
な

り
得
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
大
き
な
貢
献
の

一
つ
と
し
て
行
き
ま
す
。

●
弊
社
の
取
り
組
み
実
例

　

お
客
様
の
た
め
の
価
格
設
定
に
お
け
る
弊

社
の
取
り
組
み
実
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
美

容
室
サ
ロ
ン
様
専
用
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

「
Ｂ
．Ｌ　
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ
」が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と
言
う
よ
り
は
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
大
き
な

評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
こ
の
市
場
に
は
多
く
の
優
秀
な
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
が
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。
活
躍
を

し
て
い
る
か
ら
に
は
美
容
室
サ
ロ
ン
様
に
と

り
納
得
の
行
く
機
能
と
価
格
で
あ
る
は
ず
で

す
。
し
か
し
導
入
し
た
く
て
も
で
き
な
い
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
わ
た
く

し
た
ち
は
安
心
し
て
購
入
で
き
る
価
格
と
納

得
の
行
く
機
能
を
考
え
抜
き
、
商
品
化
い
た

し
ま
し
た
。
価
格
は
通
常
平
均
価
格
の
一
五

分
の
一
か
ら
二
〇
分
の
一
で
販
売
を
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
月
額
制
を
取
る
こ
と
を
せ

ず
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
よ
る
改
善
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
は
大
き
な
も
の
で
な
い
限
り

通
常
は
無
料
で
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と

し
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
も
無
償
で
行
っ
て

お
り
ま
す
。

●
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
で
地
域
に
根
を
は
る
企
業

　

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
は
こ
れ
か
ら
も
未
来
に
向

け
て
大
き
く
羽
ば
た
く
産
業
と
な
り
得
ま

す
。
地
域
社
会
と
共
に
真
剣
に
命
懸
け
で
生

き
抜
く
覚
悟
を
持
っ
た
企
業
が
こ
の
地
域
、

秋
田
県
や
東
北
地
方
に
は
も
っ
と
も
っ
と
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

企
業
も
生
き
物
で
あ
る
か
ら
に
は
生
き
抜

く
環
境
を
選
び
、
生
き
抜
く
場
所
を
変
え
る

こ
と
も
正
し
い
選
択
で
す
。
し
か
し
心
を

持
っ
た
生
き
物
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
で

関
わ
り
合
う
人
た
ち
は
愛
着
も
愛
情
も
持
っ

て
接
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
企
業
は
生
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
地
域
社
会
に
ど
ん
と
根
を
は
っ
た

企
業
と
な
る
よ
う
わ
た
く
し
た
ち
は
頑
張
り

ま
す
。
そ
し
て
同
じ
気
持
ち
を
持
っ
た
企
業

同
士
で
こ
の
地
域
社
会
、
地
域
産
業
の
発
展

の
礎
を
築
い
て
行
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

会 
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北
九
州
市
は
一
九
〇
一
年
の
官
営
八
幡
製

鐵
所
の
創
業
以
来
、「
モ
ノ
づ
く
り
の
街
」と

し
て
、
成
長
、
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
成
長
の
過
程
で
蓄
積
し
た
技
術
を
活

か
し
て
、
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
創
造
的
な

産
業
都
市
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

す
た
め
、
産
業
の
頭
脳
と
な
る
知
的
基
盤
と

し
て
「
北
九
州
学
術
研
究
都
市
」（
以
下「
学

研
都
市
」と
い
う
。）を
平
成
十
三
年
四
月
に

開
設
し
ま
し
た
。
学
研
都
市
は
、
校
風
や
建

学
精
神
・
設
置
形
態
が
異
な
る
理
工
系
の
国
・

公
・
私
立
大
学
、
研
究
機
関
が
同
一
キ
ャ
ン

パ
ス
に
集
積
し
、
相
互
の
競
争
を
図
り
な
が

ら
先
端
科
学
技
術
に
つ
い
て
の
教
育
研
究
を

行
う
と
と
も
に
、
産
業
界
と
も
連
携
し
、
地

場
産
業
の
高
度
化
や
新
た
な
産
業
の
創
出
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
」に
つ
い
て
、
本
市
に
は

世
界
最
大
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
㈱
安
川
電
機
や
ロ
ボ
ッ
ト
・
メ
カ
ト
ロ

ニ
ク
ス
関
連
企
業
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、

学
研
都
市
に
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
の
研
究
開
発

に
取
り
組
む
大
学
・

研
究
機
関
が
集
積
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、

早
く
か
ら
そ
の
振
興

を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。

　

本
市
が
平
成
二
〇
年
四
月
に
策
定
し
た

「
北
九
州
市
産
業
雇
用
戦
略
」に
お
い
て
も
、

「
情
報
通
信
産
業
」「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
」等
と
並
ん
で
、
将
来
の
地
域
経
済
を
牽

引
す
る
成
長
産
業
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま

す
。

　

以
下
に
、
本
市
の
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
振
興
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
振
興
推
進
体
制

・
㈶
北
九
州
産
業
学
術
推
進
機
構

�

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
支
援
室

・
北
九
州
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

学
研
都
市
に
集
積
す
る
研
究
者
の
シ
ー
ズ

と
地
域
企
業
の
ニ
ー
ズ
と
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
機
関
と
し
て
「
㈶
北
九
州
産
業
学
術

推
進
機
構
」（
以
下「
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｓ
」と
い
う
。）

に
「
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
支
援
室
」を
設
置
し
て
、

国
プ
ロ
等
の
研
究
費
の
獲
得
や
試
作
品
づ
く

り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
八
年
三
月
に
産
学
官
が
一

体
と
な
り
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
振
興
を
推
進
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
「
北
九
州
ロ

ボ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

設
立
当
初
は
一
〇
〇
団
体
・
個
人
程
度

だ
っ
た
会
員
数
が
、現
在
で
は
一
五
〇
団
体
・

個
人
を
超
え
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
に
対

す
る
関
心
が
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
会
員
企
業
・
大
学
研
究
者

に
よ
る
、
試
作
品
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
ビ
ジ

ネ
ス
機
会
創
出
を
目
指
し
、
会
員
の
製
品
・

技
術
、
研
究
成
果
等
を
紹
介
す
る
「
ロ
ボ
ッ

ト
産
業
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
北
九
州
」の
開

催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

以
下
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
開
発
等
の
成

果
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
搬
送
用
ロ
ボ
ッ
ト
「
ロ
ボ
ポ
ー
タ
」

　

㈱
安
川
電
機
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
支
援
室
等

が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
空
港
等
の
施
設
で
利

用
客
の
荷
物
を
搬
送
し
た
り
、
案
内
サ
ー
ビ

ス
を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
と
北
九
州
空
港

で
の
長
期
実
証
実
験（
対
人
安
全
評
価（
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）等
）を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
実
証
実
験
の
結
果
等
を
受
け
て
、
昨
年

十
二
月
に
は
、
工
場
や
倉
庫
以
外
の
空
間
も

想
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
が
商
用
化
さ

れ
ま
し
た
。

○
下
水
道
管
渠
検
査
ロ
ボ
ッ
ト
「
も
ぐ
り
ん

こ
」

　

地
元
中
小
企
業
の
㈱
石
川
鉄
工
所
が
開
発

し
た
、
下
水
道
管
渠
内
部
を
走
行
し
破
損
検

査
を
行
う
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
従
来
の
検
査
機

器
と
比
べ
低
価
格
で
手
軽
に
業
務
が
で
き
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。「
も
ぐ
り
ん
こ
」は
、
Ｆ

Ａ
Ｉ
Ｓ
が
中
心
と
な
っ
て
開
発
し
た
配
管
内

検
査
装
置
に
同
社
の
石
川
社
長
が
目
を
つ

け
、
高
額
、
防
水
性
能
な
ど
の
課
題
解
決
に

北九州市産業経済局新産業・学術振興部新産業振興課
� 財団法人北九州産業学術推進機構　ロボット開発支援室

北九州市のロボット産業振興の
取り組みについて

北
九
州
市
の
背
景

事例紹
介

北
九
州
学
術
研
究
都
市

【
ロ
ボ
ポ
ー
タ
】実
証
実
験
【
ロ
ボ
ポ
ー
タ
】製
品
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熱
心
に
取
り
組
み
、
平
成
十
九
年
に
よ
う
や

く
製
品
化
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
代
理

店
を
通
じ
た
全
国
的
な
展
開
や
供
用
中
の
下

水
道
で
試
用
し
て
も
ら
う
な
ど
、
販
路
開
拓

に
も
努
め
、
こ
れ
ま
で
に
、
地
方
自
治
体
な

ど
に
納
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
設

し
た
下
水
道
の
完
成

検
査
や
、
下
水
道
以

外
の
排
水
路
や
用
水

路
検
査
な
ど
、
新
た

な
用
途
へ
使
用
範
囲

が
拡
が
っ
て
い
ま

す
。

○
人
工
知
能
に
よ
る
対
話
シ
ス
テ
ム
「
た
ね

ち
ゃ
ん
」

　

大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
㈱

キ
ッ
ト
ヒ
ッ
ト
が
人
工
知
能
対
話
シ
ス
テ
ム

の
開
発
を
進
め
、
人
に
や
さ
し
い
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
で
あ
る
「
お
し
ゃ
べ
り
」を
実
現

し
た
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
に
専
用
ソ

フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
と
、
ぬ
い
ぐ
る

み
の
「
た
ね
ち
ゃ
ん
」と
、
四
〇
〇
〇
通
り
以

上
の
対
話
や
し

り
と
り
が
楽
し

め
ま
す
。
平
成

二
〇
年
二
月
に

製
品
と
な
り
ま

し
た
。

○
工
場
内
配
管
検
査
ロ
ボ
ッ
ト
「
エ
ル
ボ
マ

ス
タ
ー
」

　

地
元
企
業
の
新
日
本
非
破
壊
検
査
㈱
が
中

心
と
な
っ
て
開
発
し
た
、
工
場
内
の
配
管
内

検
査
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
独
自
の
メ
カ
機
構

に
よ
り
屈
曲
や
垂
直
部
の
あ
る
化
学
プ
ラ
ン

ト
等
の
配
管
内
を
移
動
し
、
各
種
セ
ン
サ
ー

に
よ
り
画
像
検
査
や
減
肉
測
定
等
を
行
う
こ

と
が
可
能
で
す
。
既
に
、
自
社
の
検
査
業
務

の
中
で
実
用
化
さ

れ
て
お
り
、
他
社

の
配
管
検
査
デ
モ

で
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
本

格
的
な
実
用
化
を

目
指
し
て
改
良
に

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

福
岡
県
・
福
岡
市
と
の
連
携

　

産
業
界
、
大
学
等
及
び
行
政
並
び
に
ロ

ボ
ッ
ト
に
関
心
の
あ
る
者
が
緊
密
に
連
携
し

合
い
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
振
興
を
広
域
的
に
推

進
す
る
た
め
、
平
成
十
五
年
六
月
に
、
福
岡

県
、
福
岡
市
と
連
携
し
て
「
ロ
ボ
ッ
ト
産
業

振
興
会
議
」（
以
下「
振
興
会
議
」と
い
う
。）

を
設
置
し
ま
し
た
。振
興
会
議
で
は
、ロ
ボ
ッ

ト
に
係
る
研
究
開
発
の
助
成
や
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
活
動（
ロ
ボ
カ
ッ
プ
）

　

北
九
州
市
で
は
平
成
十
八
年
五
月
に
、
未

来
の
ロ
ボ
ッ
ト
人
材
の
育
成
と
ロ
ボ
ッ
ト
都

市
と
し
て
の
北
九
州
市
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し

て
、「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
二

〇
〇
六
北
九
州
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
開
催
を
機
に
、
学
研
都
市
の
大
学
院

生
を
中
心
と
す
る
ロ
ボ
カ
ッ
プ
チ
ー
ム
「
ひ

び
き
の
ム
サ
シ
」が
活
発
な
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
昨
年
の
中
型
ロ
ボ
ッ
ト
リ
ー
グ
で

は
、
日
本
大
会
で
優
勝
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で

行
わ
れ
た
世
界
大
会
で
は
ベ
ス
ト
六
と
い
う

優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は

日
本
・
世
界
、
両
大
会
で
の
優
勝
を
目
標
と

し
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、北
九
州
市
児
童
文
化
科
学
館
で
は
、

市
内
の
小
中
学
生
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ

た
「
北
九
州
市
ロ
ボ
カ
ッ
プ
会
」が
、
ジ
ュ
ニ

ア
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
で
活
躍
を
し
て
い
ま

す
。

お　

わ　

り　

に

　

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
除
く
次
世
代
ロ
ボ
ッ

ト
産
業
は
、
市
場
と
し
て
は
未
成
熟
で
、
安

全
性
の
確
保
や
法
的
な
対
応
が
未
整
備
な

ど
、
国
レ
ベ
ル
で
の
解
決
が
必
要
な
課
題
も

残
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
、
労
働
人
口
の
減

少
、
安
心
・
安
全
な
社
会
の
実
現
な
ど
、
社

会
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、将
来
、

次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
医
療
・
福
祉
、
生
活

支
援
等
の
分
野
で
大
い
に
活
躍
す
る
で
あ
ろ

う
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
九
州
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
分
野
で
役
に

立
つ
次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
を
積
極

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、「
新
し
い
モ
ノ
づ

く
り
の
街
」へ
の
飛
躍
を
目
指
し
、
ロ
ボ
ッ

ト
産
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

北
九
州
市
産
業
経
済
局
新
産
業

�

・
学
術
振
興
部
新
産
業
振
興
課

住　

所
：

�

北
九
州
市
小
倉
北
区
城
内
一
番
一
号

連
絡
先
：

電　

話　

〇
九
三―

五
八
二―

二
九
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
九
三―

五
九
一―

二
五
六
六

U
RL:http://w

w
w
.city.kitakyushu.jp/

財
団
法
人
北
九
州
産
業
学
術
推
進
機
構

�

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
支
援
室

住　

所
：

�

北
九
州
市
若
松
区
ひ
び
き
の
二―

一

連
絡
先
：

電　

話　

〇
九
三―

六
九
五―

三
〇
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
九
三―

六
九
五―

三
五
二
五

U
R
L:http://robotics.ksrp.or.jp/

robotforum
/index.htm

l

も
ぐ
り
ん
こ

た
ね
ち
ゃ
ん

エ
ル
ボ
マ
ス
タ
ー

ロ
ボ
カ
ッ
プ
（
中
型
）
「
ひ
び
き
の
ム
サ
シ
」
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東
北
地
域
に
お
い
て
は
、
近
年
、
自
動
車

関
連
産
業
の
立
地
が
相
次
ぎ
、
電
気
機
械
産

業
に
続
く
地
域
経
済
発
展
の
大
き
な
牽
引
産

業
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、

こ
れ
ら
の
産
業
は
、
昨
今
の
経
済
情
勢
も
あ

り
立
地
計
画
の
延
期
・
縮
小
が
公
表
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
様
な
状
況
の
な
か
、
東
北
地
域

産
業
の
足
腰
を
よ
り
一
層
強
固
な
も
の
と
す

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
産
業
だ
け
に
依
存

し
な
い
重
層
的
な
産
業
構
造
と
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
活
用
は
、
裾
野
が
広
い

こ
と
、
成
長
性
が
見
込
め
る
こ
と
、
そ
し
て

国
と
し
て
育
成
す
べ
き
次
世
代
分
野
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
る
。
東
北
地
域
に
お
い
て
も
東

北
大
学
等
に
お
け
る
先
進
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
研

究
開
発
へ
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
先
端
的
技
術
シ
ー
ズ
に
、
電
気

機
械
・
自
動
車
関
連
産
業
で
培
わ
れ
た
地
域

企
業
の
高
度
な
も
の
づ
く
り
技
術
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
東
北
地
域
が
次
世
代

産
業
分
野
で
の
一
大
拠
点
と
し
て
大
き
く
発

展
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
と
思
料
さ
れ

る
。

　

調
査
に
当
た
っ
て
は
、
全
国
よ
り
進
ん
で

い
る
高
齢
化
率
、
一
次
産
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が

高
い
産
業
構
造
を
も
つ
東
北
の
地
域
特
性
に

着
目
し
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
活
用
や
人
材

育
成
・
産
業
振
興
方
策
の
考
え
方
な
ど
に
つ

東北地域におけるロボット技術を

活用した産業振興方策に関する調査

調 査

特
集
に
あ
た
っ
て

い
て
検
討
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
背

景
と
し
て
い
る
。

「
東
北
地
方
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
活
用
」調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
二
十
一
年
度
自
主

事
業
と
し
て
「
東
北
地
域
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
を
活
用
し
た
産
業
振
興
方
策
に
関
す

る
調
査
」を
実
施
し
た
。

　

本
調
査
で
は
、
東
北
大
学
大
学
院
情
報
科

学
研
究
科
教
授
で
あ
る
田
所
諭
氏
を
委
員
長

と
す
る
有
識
者
に
よ
る
委
員
会（
表
1
）を

設
置
し
、
東
北
地
域
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
の
活
用
現
状
と
課
題
、
産
学
官
連
携
の
あ

り
方
な
ど
、
今
後
の
東
北
地
域
に
お
け
る
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
た
産
業
振
興
方
策
等

を
探
っ
た
。

表1　�東北地域におけるロボット技術を活用した産業振興方策に関する調査委
員名簿

（敬称略、順不同）
氏　　名 所　属・役　職

委員長 田所　　諭 東北大学大学院
情報科学研究科　教授

委　員 飯倉　督夫 社団法人日本ロボット工業会
前専務理事

委　員 吉村　　洋 財団法人仙台市産業振興事業団理事・
ＦＷＢＣ推進本部　本部長

委　員 正木　毅 宮城県経済商工観光部
新産業振興課　課長

委　員 大河原　薫 福島県商工労働部
産業創出課　主幹

委　員 天野　　元 仙台市経済局産業政策部
産業振興課　課長

委　員 加藤　郁男 東北産業活性化センター
専務理事

オブザーバー 小菅　一弘 東北大学大学院
工学研究科　教授

オブザーバー 後藤　　毅 東北経済産業局地域経済部
情報・製造産業課　課長

オブザーバー 渡邉　善夫 東北経済産業局総務企画部
企画室　室長
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東
北
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
関

連
組
織
の
状
況

　

社
団
法
人
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会
に
所
属

す
る
企
業
・
団
体
の
所
在
地
を
見
る
と
、
東

北
地
域
に
は
会
員
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。（
表
2
）

　

一
方
、
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
見
る
と
、
東
北
地
域
に
は
推

進
組
織
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
か
ら
、
東
北

地
域
に
お
い
て
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
す
る

た
め
に
は
、
け
ん
引
役
と
な
る
拠
点
が
必
要

で
あ
る
と
言
え
る
。

調
査
報
告
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
に
、
委
員
会
を
四
回
開
催
し
た

ほ
か
、
東
北
地
域
内
の
関
連
企
業
や
大
学
・

行
政
、
先
進
地
域
な
ど
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
な
い
、
現
状
・
問
題
点
・

課
題
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
東
北
地
域
の

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
産
業

の
振
興
の
あ
り
か
た
等
に
つ
い
て
現
在
、
最

終
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

最
終
報
告
書
は
、
次
年
度
上
半
期
に
開
催

を
予
定
し
て
い
る
講
演
会
に
て
報
告
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

表2　�ロボット工業会会員（正会員）の所在地及び全国におけるロボットビジネス推進に向
けた取り組み
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㈶
東
北
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
地
域
活
性
化
講
演
会
」

「
脳
の
活
性
化
か
ら
地
域
の
活
性
化
へ
」

東
北
大
学
教
授　
　

医
学
博
士

川
島　

隆
太 

氏

　
〝
〇
〇
・
エ
イ
ジ
ン
グ
〟と
申
し
ま
す
と
、

ア
ン
チ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
と
い
う
言
葉
を
多
く

の
方
は
思
い
浮
か
べ
る
と
思
い
ま
す
。
東
北

大
学
は
ア
ン
チ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
と
い
う
言
葉

を
絶
対
に
使
わ
な
い
よ
う
堅
く
心
に
秘
め
て

お
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ア
ン
チ
・
エ
イ
ジ
ン

グ
と
い
う
言
葉
は
酷
い
言
葉
だ
か
ら
で
す
。

　

エ
イ
ジ
ン
グ
と
は
、
私
た
ち
が
年
を
重
ね

る
事
を
言
い
ま
す
。
日
本
語
で
は
「
加
齢
」

と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
ア
ン
チ
・
エ
イ
ジ

ン
グ
と
は
、
年
を
重
ね
る
の
が
嫌
な
事
で
惨

め
な
事
だ
、
寂
し
い
事
だ
、
だ
か
ら
そ
れ
に

あ
ら
が
お
う
。
こ
れ
が
ア
ン
チ
・
エ
イ
ジ
ン

グ
の
正
体
で
す
。

　

こ
ん
な
ふ
さ
げ
た
事
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

年
を
重
ね
る
と
い
う
事
は
私
た
ち
が
よ
り
豊

か
に
な
る
事
を
意
味
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

ア
ン
チ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
と
い
う
言
葉
は
若

さ
が
善
で
年
寄
り
は
悪
だ
と
言
っ
た
、
と
て

も
片
寄
っ
た
考
え
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た

言
葉
な
の
で
す
。
私
た
ち
は
よ
り
良
く
年
を

と
る
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
よ
り
ス
マ
ー
ト
に
年
を
と
る
、
こ
の

ス
マ
ー
ト
と
は
賢
い
と
い
う
事
で
す
。
よ
り

賢
く
年
を
と
る
方
法
を
大
学
と
し
て
し
っ
か

り
考
え
て
い
こ
う
、
こ
れ
が
ス
マ
ー
ト
・
エ

イ
ジ
ン
グ
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

私
た
ち
の
加
齢
医
学
研
究
所
で
は

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
に
「
ス
マ
ー
ト
・
エ
イ

ジ
ン
グ
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
立

い
た
し
ま
し
た
。

　

東
北
大
学
の
教
員
や
私
た
ち
が
も
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
・
エ
イ
ジ
ン
グ
に
役
立
つ
さ
ま

ざ
ま
な
最
先
端
の
知
識
を
わ
か
り
や
す
く
地

域
の
皆
様
に
講
義
し
、
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
地
域
の
皆
様
に
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
頂
き
、
東
北
大
学
の
若
い
研

究
者
や
地
域
の
方
々
と
ゼ
ミ
の
よ
う
な
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
大
学
の
中
に
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
若
手
の
研
究
者
た
ち
に

は
地
域
の
皆
様
の
豊
か
な
知
恵
や
知
識
を
実

際
に
お
話
す
る
中
で
吸
収
し
、
地
域
の
皆
様

に
は
若
い
研
究
者
の
息
吹
を
肌
で
感
じ
取
っ

て
頂
き
、
明
る
い
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
に

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
意
味
で
「
ス
マ
ー
ト
・
エ
イ
ジ

ン
グ
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
」が
地
域
社

会
と
関
わ
る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。前

頭
前
野
と
は

　

脳
は
場
所
に
よ
り
全
く
違
っ
た
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
脳
の
中
で
私
た
ち
の
生
活

の
質
を
支
え
て
い
る
場
所
が
あ
る
事
に
我
々

は
気
づ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
お
で
こ
の
す
ぐ
後
ろ
に
存
在
し

ま
す
。
こ
の
場
所
を
専
門
用
語
で
は
前
頭
前

野
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
前
頭
前
野
と
い
う
脳

は
、
人
間
だ
け
が
特
別
に
発
達
し
て
い
る
脳

で
、
ほ
か
の
動
物
に
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

人
間
だ
け
が
巨
大
な
前
頭
前
野
を
も
っ
て
い

ス
マ
ー
ト
・
エ
イ
ジ
ン
グ
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る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
脳
全
体
を
使
っ
て
も
の
を
考
え

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
頭
前
野

で
思
考
し
て
い
ま
す
。
何
か
新
し
い
事
を
創

造
す
る
力
は
前
頭
前
野
か
ら
生
ま
れ
て
く
る

力
な
の
で
す
。

　

前
頭
前
野
は
私
た
ち
の
行
動
や
情
動
の
制

御
を
し
ま
す
。
ま
た
前
頭
前
野
は
人
と
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
運
ぶ
た

め
に
働
い
て
い
ま
す
。
前
頭
前
野
か
ら
は
意

欲
が
発
揮
さ
れ
る
事
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

集
中
力
と
呼
ば
れ
て
い
る
力
も
前
頭
前
野

か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
頭
前
野
は
自
発
性
の
脳
で
す
。
み
ず
か

ら
何
か
を
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
、
こ
の
気

持
ち
は
前
頭
前
野
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
力
で

す
。
そ
し
て
前
頭
前
野
は
記
憶
、
さ
ら
に
は

学
習
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
る
事
も
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
前
頭
前
野
の
働
き
を
み
て

頂
く
と
、
な
ぜ
私
が
前
頭
前
野
と
言
う
脳
が

私
た
ち
の
生
活
の
質
を
支
え
て
い
る
と
考
え

て
い
る
の
か
が
、
皆
様
に
も
ご
理
解
い
頂
け

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

前
頭
前
野
を
鍛
え
る

　

私
た
ち
は
子
ど
も
の
教
育
の
観
点
か
ら
全

頭
前
野
に
注
目
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を

健
全
に
育
成
し
た
い
、
み
ず
か
ら
が
意
欲
を

も
っ
て
考
え
る
子
ど
も
に
育
て
る
、
さ
ら
に

新
し
い
事
を
創
造
で
き
る
。
豊
か
な
知
識
に

基
づ
く
確
か
な
創
造
性
を
育
む
事
こ
そ
が
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
そ
の
も
の
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

何
よ
り
も
大
事
な
事
は
、
子
ど
も
た
ち
自

身
が
培
っ
て
き
た
技
術
や
能
力
を
社
会
の
中

で
存
分
に
発
揮
す
る
こ
と
で
す
。

　

私
は
脳
の
研
究
者
と
し
て
、
人
間
な
ら
で

は
の
脳
、
前
頭
前
野
を
鍛
え
る
方
法
を
生
活

の
中
で
見
つ
け
る
事
が
で
き
れ
ば
私
た
ち
の

手
で
私
た
ち
の
子
ど
も
を
よ
り
健
全
に
育
成

で
き
る
に
違
い
な
い
と
発
想
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
発
想
し
た
の
は
私
た
ち
自
身
の
脳

の
老
化
現
象
の
観
点
に
つ
い
て
で
す
。
私
た

ち
は
二
〇
歳
を
過
ぎ
る
と
体
力
の
低
下
が
始

ま
り
ま
す
。
体
力
の
低
下
と
と
も
に
頭
の
働

き
も
少
し
ず
つ
低
下
が
始
ま
り
ま
す
。

　

最
初
に
感
じ
る
脳
の
衰
え
の
象
徴
は
、
記

憶
の
ト
ラ
ブ
ル
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
意
外
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

情
動
の
制
御
力
も
落
ち
ま
す
。
悲
し
い
ド
ラ

マ
を
見
る
と
、
ウ
ル
ウ
ル
す
る
姿
を
見
る
事

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
年
を
と
っ
て
感
性
が

豊
か
に
な
っ
た
、
と
綺
麗
に
表
現
す
る
方
が

お
ら
れ
ま
す
が
そ
れ
は
間
違
い
で
す
。
前
頭

前
野
の
老
化
に
伴
い
情
動
の
制
御
力
が
落

ち
、
感
情
が
人
前
で
あ
ら
わ
に
な
る
。
そ
れ

だ
け
の
症
状
で
す
。ご
家
族
や
ご
友
人
か
ら
、

「
最
近
怒
り
っ
ぽ
い
」と
話
を
さ
れ
た
ら
要
注

意
で
す
。
こ
の
言
葉
を
脳
科
学
で
翻
訳
し
ま

す
と
、「
最
近
、
前
頭
前
野
が
老
化
し
て
き

て
い
る
」と
言
う
事
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
認
知
症
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
言

う
言
葉
が
身
の
周
り
に
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

認
知
症
の
症
状
と
し
て
行
動
と
情
動
の
制
御

力
低
下
が
あ
り
ま
す
。
異
常
行
動
を
し
た
り

徘
徊
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
情
動
の
制
御
力

が
落
ち
た
結
果
、突
然
怒
っ
た
り
泣
い
た
り
、

感
情
の
ブ
レ
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
、
周

囲
の
人
間
と
の
軋
轢
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
障
害
が
訪
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
認

知
症
の
方
の
伝
え
た
い
事
を
我
々
が
理
解
で

き
な
い
、
我
々
が
お
伝
え
し
た
い
事
を
理
解

し
て
頂
け
な
い
、
強
い
記
憶
の
障
害
が
訪
れ

る
、
と
言
う
よ
う
な
症
状
で
す
。

　

私
は
脳
の
学
者
と
し
て
、
人
間
な
ら
で
は

の
脳
、
前
頭
前
野
を
鍛
え
る
と
言
う
方
法
を

見
つ
け
る
事
が
で
き
け
れ
ば
私
た
ち
自
身
が

脳
の
老
化
現
象
か
ら
離
れ
る
事
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
と
発
想
し
ま
し
た
。

作
動
記
憶
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

自
分
が
将
来
何
か
を
す
る
た
め
に
必
要
な

情
報
を
頭
の
中
に
書
き
留
め
て
お
く
記
憶
が

作
動
記
憶
で
す
。

　

こ
の
作
動
記
憶
の
緩
や
か
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
文
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
計
算
し
た

り
と
言
う
事
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
作
動
記
憶
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
注
目
し

た
理
由
は
、
こ
の
記
憶
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

お
こ
な
う
と
記
憶
力
が
よ
く
な
り
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
記
憶
力
以
外
の
能
力
も
伸
び
る

か
ら
で
す
。
そ
れ
は
あ
る
学
習
を
す
る
と
そ

の
学
習
能
力
が
上
が
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

周
辺
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
も
つ
ら
れ
て

上
が
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
一
番
起
こ
し
や

す
い
も
の
が
作
動
記
憶
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ

か
ら
で
す
。
専
門
用
語
で
は
「
転
移
現
象
」

と
言
い
ま
す
。
さ
ら
に
我
々
の
知
能
と
い
う

観
点
か
ら
考
え
ま
し
た
。

　

心
理
学
で
私
た
ち
の
知
能
は
色
々
な
分
類

の
仕
方
を
し
て
い
ま
す
。
一
つ
の
有
名
な
分

類
と
し
て
結
晶
性
の
知
能
と
流
動
性
の
知
能

と
言
う
分
け
方
が
あ
り
ま
す
。
結
晶
性
の
知

能
と
言
う
の
は
、
知
識
が
正
確
か
、
豊
か
か
、

き
ち
っ
と
使
え
る
か
、
を
分
類
す
る
知
能
で

す
。
こ
れ
を
結
晶
性
の
知
能
と
言
い
ま
す
。

学
校
の
勉
強
を
す
れ
ば
身
に
つ
く
も
の
で

す
。

　

一
方
、
流
動
性
の
知
能
と
言
う
の
は
、
自

分
が
出
会
っ
た
事
も
な
い
局
面
で
、
し
っ
か

り
と
行
動
す
る
事
が
で
き
る
か
、
自
分
の
将

来
に
ど
う
言
う
事
が
起
こ
る
か
を
予
測
し
な

が
ら
行
動
で
き
る
か
、
を
分
類
す
る
知
能
で

す
。
こ
れ
を
流
動
性
の
知
能
と
言
い
ま
す
。

　

こ
の
流
動
性
の
知
能
と
言
う
の
は
、
こ
れ

ま
で
遺
伝
子
に
よ
っ
て
そ
の
大
き
さ
が
決
ま

る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
流
動
性

の
知
能
自
体
が
世
間
一
般
で
言
う
頭
の
良
さ

な
の
で
す
。
で
す
か
ら
頭
の
良
さ
は
生
ま
れ

つ
き
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

心
理
学
の
最
近
の
研
究
で
作
動
記
憶
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
と
、
流
動
性
知
能
の
容

量
す
ら
拡
げ
る
事
が
で
き
る
と
言
う
事
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
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私
た
ち
は
そ
う
言
う
意
味
か
ら
脳
の
さ
ま

ざ
ま
な
能
力
を
上
げ
る
狙
い
で
作
動
記
憶
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
読
み
・
書
き
・
計
算
で
行
っ

て
い
ま
す
。学

習
療
法
の
成
果

　

私
た
ち
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
使
っ
て
認
知

症
の
か
た
が
た
が
完
璧
な
健
康
状
態
を
取
り

戻
す
例
が
非
常
に
た
く
さ
ん
出
て
き
て
い
ま

す
。

　

そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
三
年
間
寝
た
き

り
状
態
で
放
置
さ
れ
て
い
た
極
め
て
重
度
な

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
か
た
が
お
り
ま
し
た
。

言
葉
は
ひ
と
こ
と
も
発
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

体
も
小
指
の
先
し
か
動
か
な
い
状
態
に
ま
で

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
全
く
動
か
な
い
人
の
枕
元
で
三

年
間
ず
っ
と
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
し

た
。
三
年
後
に
は
手
と
目
が
動
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
枕
元
で
文
章
を
読
む
よ
う
に
促

し
た
と
こ
ろ
運
よ
く
こ
の
か
た
は
文
章
を
認

識
し
て
く
だ
さ
り
、
な
ん
と
三
カ
月
後
に
は

車
椅
子
に
座
っ
て
自
力
学
習
が
で
き
る
と
こ

ろ
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。
関
節
が
固
ま
っ
て

歩
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
車
椅
子
に
乗
り
、

翌
年
の
お
正
月
に
は
ご
自
宅
に
戻
ら
れ
て
普

通
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
年
以
上
完
璧
な
寝
た
き
り
状
態
で
動
か

な
か
っ
た
か
た
が
家
に
帰
り
普
通
の
正
月
を

過
ご
す
事
な
ど
、
東
北
大
学
の
名
医
が
束
に

な
っ
て
か
か
っ
て
も
、
ど
ん
な
劇
薬
を
使
っ

て
も
絶
対
に
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
私

た
ち
は
自
分
の
力
で
脳
を
使
う
、
作
動
記
憶

の
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
お
手
伝
い
を
し
た

だ
け
で
こ
れ
ま
で
に
五
〇
名
以
上
の
寝
た
き

り
だ
っ
た
か
た
が
た
を
家
に
帰
す
事
に
成
功

し
て
い
ま
す
。
脳
の
中
で
ど
ん
な
変
化
が
起

こ
る
の
か
も
科
学
計
測
し
て
い
ま
す
が
、た
っ

た
一
カ
月
で
働
か
な
く
な
っ
て
い
た
脳
が
働

き
だ
す
と
言
う
事
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
医
学
的
に
検
査
を
し
て
い
き
ま
す

と
、
普
通
は
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
私
た
ち
と
作
動
記
憶
の
脳
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
お
こ
な
っ
て
い
る
か
た
た
ち
は
良

く
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

の
一
〇
名
以
上
の
集
団
で
半
年
以
上
、
観
察

を
お
こ
な
い
良
く
な
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
は

我
々
し
か
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
二
、〇
〇
〇

名
の
追
跡
デ
ー
タ
で
も
同
じ
結
果
が
出
て
お

り
、
か
な
り
確
実
な
デ
ー
タ
が
東
北
大
学
の

脳
の
知
識
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

学
習
療
法
の
経
済
的
効
果

～
介
護
保
険
費
用
の
観
点
か
ら
の
試
算
～

　

介
護
保
険
の
介
護
度
は
、
体
が
動
く
か
ど

う
か
で
決
ま
り
ま
す
。
認
知
症
と
い
う
の
は

脳
の
病
気
で
す
が
、
施
設
に
入
っ
て
い
る
と

ど
ん
ど
ん
介
護
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
そ
し

て
体
が
動
か
な
く
な
り
社
会
保
障
費
が
増
え

て
い
く
わ
け
で
す
。

　

一
方
で
脳
が
働
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る

と
介
護
度
を
低
く
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
一

年
間
の
差
を
金
額
に
換
算
す
る
介
護
保
険
料

率
で
は
一
〇
万
円
の
差
に
な
る
事
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
動
か
す
に
は

一
人
三
万
円
し
か
か
か
り
ま
せ
ん
。
国
や
自

治
体
が
す
べ
て
の
認
知
症
の
か
た
に
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
与
え
て
く
だ
さ
れ
ば
、
翌
年
出
て

い
く
一
〇
万
円
の
社
会
保
障
費
を
節
約
す
る

事
が
で
き
る
。
毎
年
七
万
円
得
す
る
と
言
う

経
済
の
算
出
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

医
学
の
世
界
で
は
、
健
康
で
は
な
い
け
れ

ど
認
知
症
で
も
な
い
状
態
、
こ
れ
を
軽
度
認

知
障
害
と
言
い
ま
す
、
こ
の
か
た
た
ち
は
一

年
後
に
は
二
割
の
か
た
が
認
知
症
に
な
る
事

が
東
北
大
学
医
学
部
の
調
査
で
わ
か
っ
て
い

ま
す
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
お
こ
な
う
と
九

割
の
か
た
が
健
康
に
な
る
。
正
常
な
状
態
に

戻
る
事
ま
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
大

き
な
違
い
で
す
。
二
割
の
人
が
認
知
症
に
な

る
か
、九
割
の
か
た
が
健
康
を
取
り
戻
す
か
、

そ
う
い
う
違
い
ま
で
出
て
く
る
よ
う
な
調
査

が
、
私
た
ち
の
お
こ
な
っ
て
き
た
仕
事
の
ひ

と
つ
で
す
。食

と
脳
活
動
の
関
係

　

医
学
の
世
界
で
私
た
ち
の
脳
が
し
っ
か
り

と
働
く
た
め
に
は
食
事
が
大
切
な
事
は
わ

か
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
ど
の
程
度
大
切
な

の
か
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

脳
が
ブ
ド
ウ
糖
さ
え
あ
れ
ば
生
き
て
い
け

る
事
は
脳
科
学
で
は
常
識
で
す
。
お
に
ぎ
り

は
で
ん
ぷ
ん
の
固
ま
り
で
す
。
お
に
ぎ
り
を

食
べ
れ
ば
ブ
ド
ウ
糖
が
上
昇
す
る
の
で
、
脳

は
働
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
働
か

な
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。

　

ま
た
朝
食
を
パ
ン
食
に
置
き
換
え
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
。
食
パ
ン
を
ト
ー
ス
ト
し
ジ
ャ

ム
を
つ
け
紅
茶
で
頂
く
。
し
か
し
こ
れ
は
お

に
ぎ
り
し
か
食
べ
て
い
な
い
事
と
全
く
同
じ

状
態
な
の
で
す
。
糖
し
か
摂
っ
て
い
な
い
。

そ
の
か
た
た
ち
は
朝
ご
は
ん
を
食
べ
た
つ
も

り
で
い
ま
す
が
実
は
脳
は
働
い
て
い
な
い
と

い
う
デ
ー
タ
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
実
際
に
大
学
生
に
流
動
食
で
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
糖
だ
け
を
与
え
た
と

き
で
は
、
脳
の
働
き
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

違
う
の
か
を
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
計
測
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
流
動
食
を
と
っ
て
い
る
と
き
の
ほ

う
が
脳
の
色
々
な
場
所
が
よ
り
た
く
さ
ん
働

く
事
が
は
っ
き
り
と
表
れ
た
の
で
す
。
糖
だ

け
を
与
え
て
い
て
も
脳
は
働
か
な
い
と
言
う

事
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
調
べ

て
い
く
と
、
栄
養
学
で
答
え
が
で
て
い
ま
し

た
。
私
た
ち
の
体
の
細
胞
が
ブ
ド
ウ
糖
を
上

手
に
使
う
た
め
に
は
ブ
ド
ウ
糖
以
外
に
も
大

事
な
物
質
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
代
表
例

は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
で
す
。

さ
ら
に
必
須
ア
ミ
ノ
酸
が
必
要
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
必
須
ア
ミ
ノ
酸
は
な
ぜ
必
須
と

問
わ
れ
れ
ば
、
こ
れ
は
体
に
と
っ
て
絶
対
に

必
要
な
栄
養
素
だ
か
ら
で
す
。
た
だ
し
自
分

の
体
の
中
で
合
成
し
て
つ
く
る
事
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
食
品
か
ら
摂
取
し
な
け
れ
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ば
な
り
ま
せ
ん
。必
須
ア
ミ
ノ
酸
の
代
表
格
、

リ
ジ
ン
と
い
う
ア
ミ
ノ
酸
は
豆
に
と
て
も
多

く
含
ま
れ
て
い
る
事
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

リ
ジ
ン
が
な
い
状
態
で
は
体
が
育
た
な
い
と

言
う
事
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
脳
に
良
い
食

べ
物
と
し
て
、
当
然
で
ん
ぷ
ん
質
は
摂
ら
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
プ
ラ
ス
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
栄
養
素
を
摂
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
お
か
ず
を
沢
山
食
べ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
理
想
的
に
は
豆
類
を
食
べ
る
事
で
す

か
ら
、
納
豆
、
み
そ
汁
に
豆
腐
を
入
れ
て
食

べ
れ
ば
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
わ
け
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
・
エ
イ
ジ
ン
グ
社
会
を
地
域
か

ら
発
信
し
て
い
く
と
き
、
食
の
問
題
を
避
け

て
は
通
れ
ま
せ
ん
。
理
想
の
食
事
は
米
な
の

で
す
。
残
念
な
事
に
米
だ
け
で
食
事
を
済
ま

せ
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
何
か
お
か
ず
や
汁

も
の
が
な
い
と
喉
を
通
ら
な
い
し
、
米
に
は

み
そ
汁
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
み

そ
は
大
豆
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
具
な
し
の

み
そ
汁
は
寂
し
い
も
の
で
す
か
ら
何
か
具
が

入
る
事
に
な
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
も
の
が
ご

飯
に
つ
ら
れ
て
食
べ
や
す
い
と
言
う
優
位
点

が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
活
性
化
の
提
案
と
し

て
食
の
問
題
を
し
っ
か
り
考
え
る
地
域
を
つ

く
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

特
に
東
北
は
農
業
国
で
す
。
米
と
い
う
重

要
な
資
源
を
も
っ
て
い
ま
す
。
米
を
し
っ
か

り
食
べ
る
事
が
脳
の
健
康
を
守
る
と
言
う

デ
ー
タ
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
資

源
を
多
く
使
い
豊
か
な
食
文
化
を
地
域
の
中

で
育
て
て
い
け
ば
、
道
州
制
に
な
っ
た
時
、

東
北
の
子
ど
も
だ
け
賢
い
、
と
い
う
社
会
を

つ
く
れ
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
は
自
分
の
地
域
で
安
心
・
安
全

な
米
を
つ
く
り
し
っ
か
り
米
を
食
べ
脳
を
育

む
こ
と
が
必
要
で
す
。
米
と
言
う
の
は
大
切

で
そ
れ
に
は
科
学
的
な
根
拠
も
あ
り
ま
す
。

米
を
食
べ
て
い
る
と
賢
く
な
る
可
能
性
が
非

常
に
高
い
と
理
解
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

前
頭
前
野
を
活
性
化
す
る

ソ
フ
ト
の
開
発

　

私
た
ち
は
東
北
大
学
の
脳
科
学
の
技
術
を

社
会
に
応
用
す
る
事
で
色
々
な
事
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
有
名
な
任
天
堂
と

の
仕
事
で
す
。
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
い
る
と
き

脳
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
調
べ

た
基
礎
研
究
の
デ
ー
タ
が
任
天
堂
と
の
仕
事

の
背
景
に
あ
り
ま
す
。
ゲ
ー
ム
ご
と
に
脳
の

使
う
場
所
が
違
う
の
で
す
が
共
通
項
が
一
点

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
前
頭
前
野
の
働
き
が

グ
ン
グ
ン
下
が
る
と
言
う
事
で
す
。

　

ゲ
ー
ム
は
慣
れ
て
し
ま
う
と
前
頭
前
野
が

寝
て
い
る
状
態
に
近
く
な
っ
て
い
ま
す
。
テ

レ
ビ
を
視
て
い
る
と
き
も
こ
の
状
態
に
な
り

ま
す
。
要
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
な
の
で

す
。
遊
び
で
す
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
事
は

良
い
事
で
す
が
、
そ
の
た
め
寝
て
い
る
か
、

食
べ
て
い
る
か
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
か
で

一
日
過
ご
せ
る
く
ら
い
長
い
時
間
を
ゲ
ー
ム

に
費
や
す
事
に
な
り
ま
す
。
食
べ
て
い
る
と

き
以
外
、
前
頭
前
野
は
ず
っ
と
寝
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
、
良
く
は
な
い
と
私
た
ち
は
考

え
ま
し
た
。

　

で
は
ゲ
ー
ム
で
遊
び
な
が
ら
前
頭
前
野
が

働
く
工
夫
は
で
き
な
い
か
と
考
え
、
ど
の
よ

う
な
ソ
フ
ト
を
つ
く
れ
ば
良
い
か
を
任
天
堂

と
考
え
、
一
か
ら
つ
く
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
世
界
で
初
め
て
の
商
品
な
の
で

す
。
ど
こ
が
初
め
て
な
の
か
は
、
遊
ん
で
い

る
人
の
脳
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を

し
っ
か
り
と
調
べ
、
そ
れ
を
商
品
に
タ
グ
と

し
て
付
け
た
と
言
う
事
で
す
。

　

先
行
事
例
と
し
て
「
人
間
工
学
」と
呼
ば

れ
る
も
の
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
つ

く
っ
た
も
の
が
使
っ
て
い
る
人
の
体
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
企
業
側
が
評
価
し

た
も
の
を
出
し
た
も
の
で
す
。
人
間
工
学
的

に
優
れ
て
い
る
事
を
し
っ
か
り
立
証
し
て
い

る
た
め
多
少
高
く
て
も
皆
様
は
そ
れ
を
付
加

価
値
と
し
て
買
っ
て
く
だ
さ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
を
脳
に
応
用
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は

「
人
間
脳
工
学
」と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
使
う
と
脳
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
を
情
報

と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
付
加
価
値
に

消
費
者
が
お
金
を
出
し
て
く
れ
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
っ
た
世
界
で
初
め
て
の
事
例
に

な
り
ま
す
。ま　

　

と　
　

め

　

私
た
ち
は
ス
マ
ー
ト
・
エ
イ
ジ
ン
グ
と
い

う
新
し
い
概
念
の
も
と
に
、
大
学
が
し
っ
か

り
と
地
域
と
か
か
わ
る
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
そ
れ
に
参
加
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

大
学
の
中
に
入
っ
て
頂
く
事
で
皆
様
も
元

気
に
な
り
、
皆
様
の
元
気
を
東
北
大
学
の
学

生
や
職
員
に
わ
け
て
頂
き
真
剣
に
地
域
と
生

き
る
事
を
意
識
す
る
人
材
を
つ
く
っ
て
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
東
北
大
学
は
地
域
に
開
か
れ
た
大

学
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
脳
の
研
究

の
話
だ
け
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
大
学

の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
が
あ
り
ま
す
。

皆
様
が
地
域
活
動
の
中
で
、
ま
た
は
企
業
活

動
の
中
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
技
術
や
知
識

は
確
実
に
東
北
大
学
に
あ
り
、
将
来
確
実
な

芽
に
な
る
種
が
大
学
に
は
多
く
埋
ま
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
東
北
大
学
を
有
効
に
ご
活
用
頂

き
た
い
と
い
う
事
が
私
か
ら
の
最
後
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
清
聴
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
島　

隆
太（
か
わ
し
ま　

り
ゅ
う
た
）氏
略
歴

昭
和
三
十
四
年
生
れ
。
東
北
大
学
加
齢
医

学
研
究
所
教
授
。
昭
和
六
〇
年
東
北
大
学

医
学
部
卒
業
、
平
成
元
年
東
北
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科
修
了
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王

国
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
客
員
研
究
員
、

東
北
大
学
未
来
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
を
経
て
平
成
十
八
年
よ
り
現

職
。
著
書
に
「
自
分
の
脳
を
自
分
で
育
て

る
」（
く
も
ん
出
版
）、「
高
次
機
能
の
ブ

レ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
」（
医
学
書
院
）、

「
脳
を
鍛
え
る
大
人
の
ド
リ
ル
」（
く
も
ん

出
版
）な
ど
。
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聞
き
手　

今
回
は
東
北
経
済
連
合
会
副
会
長
松
澤
伸
介
様

に
お
話
を
伺
い
ま
す
。
松
澤
副
会
長
は
昨
年
、
東
北
経
済

連
合
会（
以
下「
東
経
連
」と
記
し
ま
す
）の
副
会
長
に
ご

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ご
就
任
か
ら
十
か
月
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
先
ず
、
ご
着
任
さ
れ
て
の
ご
感
想
か
ら
お
伺
い
し

ま
す
。

松
澤
副
会
長　

正
直
な
所
、
東
経
連
と
聞
い
て
若
干
困
惑

し
ま
し
た
。
東
北
を
思
う
気
持
ち
は
誰
に
も
負
け
な
い
、

と
い
う
自
負
は
あ
り
ま
す
が
「
東
北
経
済
の
活
性
化
の
た

め
」一
体
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
ど
ん

な
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
戸
惑
い
、
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
少
し
肩
に
力
が
入
り
過
ぎ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
今
に
な
っ
て
み
ま
す
と
「
地
域
の
活
性
化

の
た
め
に
」活
動
さ
れ
て
い
る
方
が
本
当
に
沢
山
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
中
央
省
庁
の
出
先
機
関
、
県
、
市
町
村
、
大
学
、

シ
ン
ク
タ
ン
ク
、報
道
機
関
、商
工
会
議
所
、各
企
業
等
々
、

多
く
の
方
が
同
じ
よ
う
な
思
い
で
活
動
さ
れ
て
い
る
の
を

知
っ
て
、
皆
さ
ん
と
の
連
携
を
強
固
な
も
の
と
し
、
地
域

に
沸
き
起
こ
っ
た
素
晴
ら
し
い
発
想
や
活
動
を
結
び
つ
け

て
実
を
結
ば
せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
大
切
で
あ
る
と
感
じ
始

め
て
い
ま
す
。

聞
き
手　

東
経
連
さ
ん
は
、
主
な
事
業
と
し
て
「
産
学
連

携
に
よ
る
地
域
産
業
競
争
力
の
強
化
と
産
業
集
積
の
促

進
」、「
東
ア
ジ
ア
経
済
圏
と
の
連
携
強
化
」、「
観
光
や
広

域
連
携
強
化
に
よ
る
地
域
経
営
の
実
践
」、「
基
礎
的
社
会

資
本
整
備
の
拡
充
」な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
副
会
長
は
こ
う
し
た

事
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

松
澤
副
会
長　

残
念
な
が
ら
、
ま
だ
、
す
べ
て
を
承
知
し

て
い
る
訳
で
も
な
い
の
で
、
通
り
い
っ
ぺ
ん
な
話
に
聞
こ

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
、
産
学
官
連
携
に
つ
い

て
は
、
四
年
前
に
設
立
し
た
東
経
連
事
業
化
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
大
学
発
の
シ
ー
ズ
発
掘
・
助
成
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
・

中
小
企
業
へ
の
知
財
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
ー
ル
ス
支
援
な
ど

を
行
い
東
北
初
の
産
業
育
成
と
創
造
に
取
り
組
ん
で
き
て

い
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
成
長
め
ざ

ま
し
い
中
国
、
と
り
わ
け
上
海
近
郊
の
華
東
地
域（
無
錫
）

を
中
心
に
東
北
地
域
企
業
と
中
国
企
業
の
橋
渡
し
を
し
、

双
方
と
も
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
が
築
け
る
よ
う
活
動
を

強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、観
光
に
つ
い
て
は
、

新
政
権
で
も
重
要
戦
略
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
東
北
観

光
推
進
機
構
の
活
動
を
支
援
し
な
が
ら
、
豊
か
な
食
材
、

魅
力
的
な
歴
史
文
化
資
源
が
多
数
存
在
す
る
東
北
地
域
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
更
に
、
社
会
資
本
整
備

に
つ
い
て
は
、
東
北
を
横
断
す
る
交
通
体
系
は
ま
だ
ま
だ

脆
弱
で
す
。
産
業
活
性
化
と
い
う
側
面
か
ら
だ
け
で
な
く

生
活
環
境
の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
も
交
通
網
の
整
備
を

東
北
の
総
合
力
発
揮
に
向
け
て

～
東
北
の
産
業
経
済
の
活
性
化
と
広
域
連
携
の
推
進
～

社
団
法
人
東
北
経
済
連
合
会

�

副
会
長

松
澤　

伸
介 

氏
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進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
海
外
と
の

貿
易
・
交
流
の
活
発
化
と
い
う
観
点
か
ら
港
湾
、
空
港
の

整
備
の
充
実
が
重
要
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
メ

リ
ハ
リ
を
付
け
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

聞
き
手　

最
近
、
東
経
連
さ
ん
は
色
々
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
…
…
。

松
澤
副
会
長　

確
か
に
東
経
連
の
活
動
や
事
業
の
間
口
は

近
年
も
の
す
ご
く
広
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
活
動
の
領

域
が
拡
が
っ
て
き
て
い
る
の
は
、地
域
の
期
待
に
応
え
て
、

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
が
、
私
自
身
い
ま
一
度
考
え

て
み
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。「
百
の
総
論
よ
り
一
つ

の
各
論
を
」と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
私
も
そ

の
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
東
経
連
の
活
動
も
、
間
口
が
ど

ん
ど
ん
広
が
り
す
ぎ
て
、
中
途
半
端
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
具

体
的
な
成
功
事
例
を
ひ
と
つ
で
も
多
く
出
し
て
い
く
た

め
、
取
り
組
み
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。最
近
、「
連
携
」が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
面
で
も
、
ど
ん
ど
ん
活
動
に
拡
が
り
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
産
学
官
連
携
、
農
商
工
連
携
、
広
域

連
携
…
…
な
ど
。
自
ら
が
や
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
各

方
面
・
各
分
野
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
相
乗
効
果
を
上

げ
て
行
こ
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
り
き
た
り
な
言
い

方
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
各
機
関
が
役
割

分
担
し
な
が
ら
「
総
力
を
結
集
す
る
」こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
関
係
す
る
機
関
間
で
の
情
報
交
換
の
場

の
設
定
・
充
実
が
必
要
だ
ろ
う
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
だ
け
で
も
手
間
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

結
果
と
し
て
よ
り
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
に
、
深
く
か
か
わ
っ
て
い
く
の
が
東
経
連
の
役

割
で
も
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

聞
き
手　

東
経
連
と
し
て
の
取
り
組
み
へ
の
抱
負
が
ま
だ

ま
だ
お
あ
り
の
よ
う
で
す
。

松
澤
副
会
長　

そ
う
で
す
ね
。
県
境
を
越
え
る
い
わ
ゆ
る

広
域
連
携
へ
の
取
り
組
み
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
の
出
先
機
関
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
掌
分
野
に
つ
い
て
広

域
連
携
を
お
や
り
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
分
野
を
超
え
た

広
域
連
携
こ
そ
、
東
北
七
県
を
カ
バ
ー
す
る
東
経
連
の
役

割
で
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
広
域
連
携
に
は
道
州
制
が

相
応
し
い
、
と
お
っ
し
ゃ
る
識
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
東
北
に
と
っ
て
今
す
ぐ
に
、
道
州
制
に
移
行
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
の
か
、
と
言
わ
れ
ま
す
と
「
？
」で
す
。
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
東
北
地
域
に
、
今
、

道
州
制
を
導
入
し
て
も
、
中
央
と
の
格
差
は
拡
大
す
る
ば

か
り
で
す
。
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
の
導
入
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
は
東
北
経
連
の
交
通
運
輸
委
員
会
の

委
員
長
も
仰
せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
東
北
地
域

の
こ
の
高
速
道
路
や
港
湾
の
整
備
が
何
故
必
要
な
の
か
、

ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
、
ど
こ
を
重
点
に
整

備
す
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
精
査
し
、
必
要
性
、
重
要
性

を
関
係
方
面
に
強
く
訴
え
て
、
そ
の
実
現
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
北
地
域
に
と
っ
て
一

次
産
業
は
重
要
で
す
。
東
経
連
は
農
商
工
連
携
に
取
り
組

み
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
ず
は
、
そ
の
活
動
を
担
う

人
材
の
育
成
講
座
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
是
非
継
続
し

て
、
そ
の
上
で
具
体
的
な
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
北
地
方
は
面
積
の
七
割
近
く

が
山
林
で
す
。確
か
に
飛
行
機
に
乗
っ
て
上
か
ら
見
れ
ば
、

山
ば
か
り
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
豊
か
な

山
林
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
も
大
き
な
視
点
で
す
。
山

林
の
保
護
活
用
は
、
新
政
権
の
成
長
戦
略
に
も
入
っ
て
い

る
よ
う
に
地
球
環
境
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
見
直

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
何
と
か
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る
、

例
え
ば
、
林
業
と
建
設
業
と
の
連
携
。
こ
う
し
た
活
動
は

新
し
い
分
野
で
も
あ
り
、
や
り
が
い
も
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

聞
き
手　

製
造
業
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。

松
澤
副
会
長　

製
造
業
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ

た
よ
う
に
事
業
化
セ
ン
タ
ー
活
動
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま

す
。
近
年
、
宮
城
県
へ
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
半
導
体
製

造
装
置
メ
ー
カ
ー
の
進
出
が
決
定
し
、
次
々
と
稼
動
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
元
の
自
治
体
は
じ
め
、
地
元

の
熱
意
と
努
力
も
あ
っ
て
企
業
進
出
に
い
た
っ
た
こ
と
は

と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
地
域
の
企
業
に
と
っ
て

も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
飛
躍
的
に
広
が
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
、
地
元
を
挙
げ
て
熱
い
思
い
で
、

誠
心
誠
意
、
受
け
入
れ
の
た
め
準
備
に
努
め
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
進
出
さ
れ
た
企
業
の
方
々
に
期
待
し
た
い

の
は
、
ぜ
ひ
と
も
、
こ
の
地
元
の
熱
い
思
い
に
応
え
て
頂

き
、
地
場
企
業
の
積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
地
元
側
も
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
コ
ス
ト
、
品
質
の
向
上
へ
の
努
力
が
必
要
で
す
。

東
経
連
と
し
て
は
、事
業
化
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
、

中
小
地
場
の
企
業
で
、
優
れ
た
技
術
を
持
ち
、
意
欲
あ
る

企
業
の
支
援
と
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
ど
ん
ど
ん
外
に
出
て

い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
お
会
い
し
、
本
音
で
お
話
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
相
手
の
意
を
汲
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手　

と
こ
ろ
で
、
新
政
権
も
ス
タ
ー
ト
し
て
八
ヶ
月

月
が
た
ち
ま
し
た
。
東
経
連
と
し
て
ど
の
よ
う
な
期
待
を

お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

松
澤
副
会
長　

未
だ
に
「
野
党
」自
民
党
と
い
う
響
き
が

が
し
っ
く
り
こ
な
い
ほ
ど
、「
政
府
自
民
党
」、「
与
党
自

民
党
」が
頭
の
中
に
こ
び
り
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
新
政
権
は
と
て
も
新
鮮
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
何
か
が
変

わ
る
と
い
う
期
待
も
あ
り
ま
す
。
先
般
、「
国
と
地
方
の

協
議
の
場
」設
置
法
案
が
国
会
を
通
過
し
ま
し
た
。
国
の

政
策
の
企
画
立
案
段
階
か
ら
地
方
が
関
与
で
き
る
よ
う
に

し
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
す
。
そ
し
て
、
国
の
い
わ
ゆ
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る
「
紐
付
き
補
助
金
」が
廃
止
さ
れ
、
自
治
体
が
自
由
に
使

え
る
一
括
交
付
金
な
ど
が
導
入
さ
れ
る
動
き
も
あ
り
、
評

価
で
き
ま
す
。
一
方
で
、
ま
だ
ま
だ
、
分
か
り
づ
ら
い
こ

と
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
現
状
で
物
足
り
な
い
の
は
、
経
済

成
長
戦
略
が
中
々
見
え
て
こ
な
い
こ
と
で
す
。
新
政
権
は

こ
れ
を
早
期
に
ま
と
め
、
強
力
に
実
行
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
政
権
の
掲
げ
る
「
地
域
主
権
」の
響

き
は
と
て
も
心
地
よ
い
の
で
す
が
、
自
民
党
政
権
で
言
っ

て
き
た
「
地
方
分
権
」と
ど
う
違
う
の
か
、「
地
域
」と
は

ど
ん
な
単
位
の
も
の
な
の
か
、は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」も
暖
か
い
響
き
で
す

が
、
前
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
東
北
地
域
の
よ
う
に
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
遅
れ
た
（
長
い
間
待
た
さ
れ
た
）地

域
に
す
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
と
い
う
感
も
否
め
ま
せ

ん
。
格
差
が
あ
る
ま
ま
人
に
優
し
い
政
策
に
軸
足
を
移
さ

れ
て
は
首
都
圏
等
と
の
格
差
は
拡
が
る
一
方
で
す
。
新
政

権
へ
は
熱
い
エ
ー
ル
を
送
り
つ
つ
も
確
と
し
た
経
済
成
長

戦
略
を
早
期
に
つ
く
り
、
未
来
の
東
北
に
欠
か
せ
な
い
事

業
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

聞
き
手　

話
題
を
変
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
副
会

長
の
趣
味
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
。

松
澤
副
会
長　

や
り
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

最
近
特
に
、
時
間
の
経
過
が
早
す
ぎ
る
よ
う
に
も
感
じ
て

い
ま
す
。
電
力
会
社
で
の
勤
務
で
は
、
日
々
緊
急
連
絡
な

ど
か
ら
、
何
処
に
い
て
も
、
あ
る
種
の
緊
張
感
が
あ
り
ま

し
た
。
東
経
連
で
は
、
そ
の
よ
う
な
緊
急
時
対
応
と
い
う

も
の
は
少
な
く
、
当
初
そ
れ
が
、
不
思
議
に
寂
し
い
よ
う

に
も
感
じ
ま
し
た
が
、
い
ま
は
、
空
い
た
時
間
は
、
自
分

自
身
の
時
間
、と
割
り
切
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
考
え
て
、
新
し
い
時
間
の
使
い
方
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。「
ド
ラ
イ
ブ
」、「
東
北
の
名
湯
巡
り
」、「
読
書
」、「
ゴ

ル
フ
」な
ど
に
改
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。「
ド
ラ

イ
ブ
」は
、
そ
ん
な
長
距
離
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
オ
ー

プ
ー
ン
カ
ー
を
駆
っ
て
山

道
や
海
岸
線
を
行
く
。
た

ま
ら
な
く
好
き
で
す
。
エ

コ
に
逆
行
す
る
と
怒
ら
れ

そ
う
で
す
が
エ
ン
ジ
ン
音

が
好
き
で
す
ね
。（
笑
）。

家
内
は
恥
ず
か
し
い
と

い
っ
て
一
緒
に
乗
っ
て
く

れ
ま
せ
ん
（
笑
）。
赤
い

マ
フ
ラ
ー
で
も
な
び
か
せ

る
と
カ
ッ
コ
い
い
よ
と
説
得
し
て
い
る
の
で
す
け
ど
だ
め

で
す
ね
（
笑
）。

　
「
温
泉
」は
、
も
と
も
と
は
、
さ
ほ
ど
好
き
で
も
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
前
職（
東
北
電
力
福
島
支
店
長
）の
と
き
に

話
題
に
も
出
る
し
、
ま
ず
は
福
島
県
内
の
温
泉
に
浸
っ
て

み
よ
う
と
動
い
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
高
湯
温
泉
の
よ
う
な
白
濁
し
た
お
湯
が
好
き
な
の
で

白
い
お
湯
を
求
め
て
巡
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
読
書
」は
、
亡
く
な
っ
た
父
母
の
遺
品
の
本
を
整
理
し
て

い
る
う
ち
、
読
み
た
い
本
や
読
ん
で
お
か
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
う
も
の
が
沢
山
で
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
じ
っ
く
り
本
を
読
ん
で
こ
な
か
っ
た
の
で
、

ゆ
っ
く
り
と
、そ
し
て
沢
山
読
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ゴ
ル
フ
」も
極
め
た
い
の
で
す
（
笑
）。
三
十
年
も
自

己
流
で
や
っ
て
き
た
ゴ
ル
フ
で
す
。
こ
の
年
に
な
っ
て
プ

ロ
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
な
が
ら
フ
ォ
ー
ム
の
改
造
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
が
、
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。
い
ま
の

と
こ
ろ
、
ち
っ
と
も
成
果
が
出
て
き
ま
せ
ん
が
。（
笑
）こ

と
ほ
ど
さ
よ
う
に
仕
事
以
外
に
や
る
こ
と
が
増
え
て
し

ま
っ
て
、
大
変
な
の
で
す
（
笑
）。
そ
う
そ
う
、
昔
や
っ
た

「
ス
キ
ー
」も
復
活
し
た
い
で
す
。
最
近
は
操
作
し
や
す
い

板
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
骨
折
な
ど
せ
ぬ
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
骨
折
し
て
も
同
情
ど
こ
ろ
か
、
バ

カ
者
と
い
わ
れ
ま
す
か
ら
ね
。（
笑
）

聞
き
手　

多
趣
味
と
い
い
ま
す
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
い

い
ま
す
か
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
ご
承
知
の

通
り
本
年
六
月
一
日
を
目
途
に
、
私
ど
も
財
団
法
人
東
北

産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）と
財
団
法
人
東

北
開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ
Ｒ
Ｃ
）が
合
併
し
て
財
団
法
人
東

北
活
性
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
新
組
織
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
を
お
話
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
。

松
澤
副
会
長　

Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、「
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ　

Ｇ
Ｌ

Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
、
Ａ
Ｃ
Ｔ　

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
」の
理
念

を
具
現
化
す
る
よ
う
な
調
査
研
究
や
実
践
活
動
を
積
極
的

に
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
一
年
の
活
動
を
み
て
も

広
域
観
光
や
農
商
工
連
携
、
環
境
問
題
な
ど
い
ち
早
く
問

題
点
を
整
理
し
て
先
見
的
な
啓
発
に
努
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、Ｄ
Ｒ
Ｃ
は
、

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
方
策
の
提
案
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
の
分
野
で
多
く
の
調
査
結
果
を
報
告
し
て
い
ま

す
。
こ
の
二
つ
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
東
北
唯
一
の
大
規

模
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
統
合

後
は
是
非
両
セ
ン
タ
ー
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
か
つ

東
経
連
の
活
動
と
連
携
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
東
北
の
さ

ら
な
る
発
展
、
活
性
化
の
た
め
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

聞
き
手　

新
し
い
組
織
は
「
知
を
つ
な
ぎ
地
を
活
か
す
～

連
携
力
で
地
域
社
会
と
産
業
を
活
性
化
す
る
～
」を
新
た

な
活
動
指
針
と
し
て
、
東
北
地
域
の
産
業
界
、
研
究
機
関
、

産
業
支
援
機
関
と
連
携
、
協
働
し
な
が
ら
東
北
の
地
域
社

会
と
産
業
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
東
経
連
さ
ん
と
の
連
携
は
、
我
々
の

力
を
二
倍
三
倍
に
す
る
も
の
で
す
の
で
こ
れ
ま
で
以
上
の

連
携
、
協
働
を
是
非
と
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
日
は

お
忙
し
い
と
こ
ろ
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
聞
き
手　

常
務
理
事
・
事
務
局
長　

冨
澤
辰
治
）

（愛車のミニチュア）
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聞
き
手　

今
回
は
、
株
式
会
社
七
十
七
銀
行
専
務
取
締
役

永
山
勝
教
様
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。
永
山
専
務
様
に
は
当

セ
ン
タ
ー
の
評
議
員
と
し
て
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
で
は
ま
ず
、
東
北
地
域
経
済
、
特
に
宮
城
県

経
済
の
概
況
に
つ
い
て
ご
見
解
を
伺
い
ま
す
。

永
山
専
務　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
全
国
と
同
じ
よ
う

に
東
北
も
景
気
が
後
退
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
に
な
っ
て

緩
や
か
に
持
ち
直
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
実
感
と
し
て
な

か
な
か
見
え
て
こ
な
い
と
い
う
状
況
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
特
に
、
消
費
が
低
迷
し
生
産
活
動
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
全
国
の
地

銀
の
役
員
会
議
な
ど
に
行
き
ま
す
と
、
東
北
は
い
い
で
す

ね
と
か
宮
城
県
は
い
い
で
す
ね
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
何

故
そ
う
い
わ
れ
る
か
を
考
え
て
み
る
と
二
つ
ほ
ど
理
由
が

あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
長
期
景
気
拡
大
局
面
で
東
北
は
全
国
に
比
べ

る
と
そ
ん
な
に
拡
大
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。そ
の
分
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
の
落
ち
込
み
も
大
き
く
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
中
部
圏
の
市
や
町
で
は

税
収
が
六
〇
％
減
少
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た

し
、
派
遣
村
問
題
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
東
北
で
は
そ
う

し
た
こ
と
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
変
化
率
で
見

る
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
崩
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
。
も
う
一
つ
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
直
前
頃
か
ら

半
導
体
産
業
、
自
動
車
産
業
な
ど
の
企
業
立
地
の
お
話
し

が
あ
り
、
そ
れ
が
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
立
地
自
体
が
取
り

止
め
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
一
部
延
期
に
な
っ
た
も
の
が

あ
っ
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は
継
続
的
な
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
他
の
地

域
で
は
企
業
が
外
に
出
て
行
く
と
か
廃
業
す
る
と
か
い
っ

た
状
況
が
あ
る
中
で
は
、
宮
城
県
を
中
心
と
し
た
東
北
地

域
は
他
か
ら
見
る
と
羨
ま
し
い
と
見
え
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
意
味
で
宮
城
県
、
東
北
は
比
較
優
位
を
続
け
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
我
々
は
こ
れ
を
活
か
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

聞
き
手　

東
北
地
域
の
中
も
違
い
が
見
え
ま
す
。

永
山
専
務　

そ
う
で
す
ね
。
東
北
で
は
、
活
発
な
経
済
活

動
は
仙
台
中
心
に
行
わ
れ
、
周
辺
の
岩
手
、
山
形
、
福
島

な
ど
で
は
モ
ノ
づ
く
り
が
進
展
し
て
い
る
と
い
う
歴
史
的

な
構
造
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
東
北
全
て
の
地
域
で
モ
ノ

づ
く
り
を
行
い
、
全
て
の
地
域
で
経
済
活
動
を
よ
り
活
発

化
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を

生
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
て
い
く
の
が
こ
れ

か
ら
の
東
北
の
姿
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
連
携
に

関
し
て
は
、
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
が
多
い
の
で
す
が
、

こ
れ
は
さ
し
た
る
産
業
が
な
く
民
間
企
業
の
活
動
が
不
活

発
だ
っ
た
た
め
、
行
政
中
心
で
様
々
な
施
策
が
講
じ
ら
れ

て
き
た
結
果
、
自
治
体
の
範
囲
を
超
え
る
、
つ
ま
り
県
境
、

市
境
を
越
え
る
連
携
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
近
年
、
行
政
単
位
で
完
結
す
る
よ

地
域
と
共
に
新
た
な
時
代
を
創
造
す
る

�
「B

est�creative�bank

」の
具
現
化
を
目
指
し
て

株

式

会

社

七

十

七

銀

行

�

専
務
取
締
役

永
山　

勝
教 

氏
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う
な
考
え
は
改
ま
り
つ
つ
あ
り
、
各
方
面
で
連
携
が
行
わ

れ
始
め
て
い
る
こ
と
は
大
変
結
構
な
こ
と
で
す
。
産
学
官

に
、
我
々
金
融
界
を
加
え
た
産
学
官
金
連
携
や
農
商
工
連

携
は
、官
が
中
心
と
な
っ
て
各
地
で
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
他
の
発
展
し
て
い
る
地
域
を
み
る
と
、
官
で
は

な
く
、民
が
中
心
に
連
携
事
業
が
沢
山
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
地
域
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
企
業
が
沢
山
出
て

く
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
の
で
す
。
そ
う
し
た
観
点
か

ら
す
る
と
、
東
北
は
ま
だ
ま
だ
と
言
え
ま
す
が
、
今
後
大

い
に
期
待
し
て
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

聞
き
手　

と
こ
ろ
で
、
東
北
金
融
界
の
雄
と
し
て
の
御
行

の
事
業
活
動
の
特
徴
と
今
後
の
目
指
す
も
の
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

永
山
専
務　

弊
行
が
東
北
の
雄
と
言
わ
れ
て
久
し
い
の
で

す
が
、
そ
れ
は
数
字
上
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
宮
城
県
を
中

心
と
し
た
金
融
機
関
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
は
少
し
で
も
東
北
地
域
の
皆
さ
ん
に
必
要
だ
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
金
融
機
関
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
銀
行
に
な
る
た
め
の
努
力

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
も
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
私
ど
も

の
お
取
引
先
を
み
ま
す
と
、
宮
城
県
だ
け
で
営
業
活
動
を

し
て
い
る
企
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
県
境
を
越
え
て

事
業
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
東
北
各
地
の
企
業
も
同
じ

で
あ
っ
て
大
き
く
な
る
に
つ
れ
県
境
を
越
え
て
販
売
、
仕

入
、
モ
ノ
づ
く
り
な
ど
事
業
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
直
ち
に
東
京
、
大
阪
に

行
く
の
で
は
な
く
、
仙
台
を
中
心
と
し
た
地
域
を
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
し
て
考
え
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
点
で
は
、
私
ど
も
の
銀
行
が
お
手
伝
い
で
き
る
こ

と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
、
お
取
引
の
う

え
で
の
短
期
的
な
成
果
を
求
め
る
の
で
は
な
く
中
長
期
的

な
観
点
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
、
我
々
の
銀
行
の
存
在
意

義
を
高
め
て
ま
い
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

聞
き
手　

銀
行
間
の
競
争
も
激
し
く
な
り
ま
す
ね
。

永
山
専
務　

競
争
が
激
し
く
な
る
こ
と
は
ど
こ
の
世
界
で

も
同
じ
こ
と
で
す
。
で
も
そ
れ
は
お
客
様
に
と
っ
て
は
良

い
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
利
便
性
は
増
加
し
ま
す
し
、

一
行
だ
け
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
複
数
行
を
比
べ
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
っ
た
良
い
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
各
県
の
地
銀
さ
ん
と
は
連

携
で
き
る
と
こ
ろ
は
連
携
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
共
同
利
用
等
を
や
っ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
で
は
宮
城
県

内
で
は
、
仙
台
銀
行
さ
ん
信
金
さ
ん
と
行
い
、
県
外
の
金

融
機
関
と
も
隣
接
の
地
方
銀
行
を
中
心
に
順
次
提
携
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
に
一
緒
に
や
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

聞
き
手　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
拝
見
し
ま
す
と
、
頭
取
さ
ん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、「
地
域
と
共
に
新
た
な
時
代
を
創
造

す
る
「Best creative bank

」の
具
現
化
を
目
指
し
て
」

と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

永
山
専
務　

頭
取
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
い
ろ
い
ろ
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
一
つ
に
は
、
開
闢
以
来
と
い
わ
れ
る

産
業
構
造
の
大
転
換
の
時
に
当
た
っ
て
、
我
々
も
持
て
る

力
を
フ
ル
に
発
揮
し
、
地
域
の
、
企
業
の
、
そ
し
て
人
々

の
成
長
・
発
展
の
た
め
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
昔
は
企

業
誘
致
が
成
功
す
る
と
、
す
っ
か
り
社
屋
の
建
設
が
終
了

し
、
ポ
ー
ル
に
社
旗
と
日
章
旗
が
揚
が
っ
た
時
期
を
見
計

ら
っ
て
「
地
元
の
七
十
七
銀
行
で
ご
ざ
い
ま
す
」と
い
っ

て
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
ど
こ
の

銀
行
で
も
同
じ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
は
、
あ
る
企

業
さ
ん
が
立
地
、
進
出
す
る
と
い
う
情
報
を
得
た
段
階
で

す
ぐ
に
そ
の
企
業
を
訪
問
し
、「
取
引
し
て
下
さ
い
」で
は

な
く
、「
地
元
の
金
融
機
関
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
元
の
情

報
は
一
番
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
ど
う
ぞ
ご
活
用
下
さ
い
」

と
い
う
こ
と
を
担
当
部
だ
け
で
な
く
、
頭
取
を
先
頭
に
訪

問
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
進
出
を
検
討
し
て

い
る
企
業
に
は
地
域
の
雇
用
や
地
価
の
状
況
等
の
情
報
を

ご
提
供
す
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
て
何
回
も

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
何
年
か
後
に
ひ
ょ
っ
と
す

る
と
お
取
引
い
た
だ
け
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、
そ
こ
の

社
員
の
方
に
お
取
引
を
い
た
だ
け
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

頭
取
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
金
融
に
関
す
る
こ
と
は
勿
論
で

す
が
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
地
域
の
情
報
を
積
極
的

に
収
集
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
企
業
の
皆
様
に
提
供
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
成
長
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
参
り
ま
す
、
と
い

う
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

聞
き
手　

ご
自
身
の
こ
と
を
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

永
山
専
務　

私
は
、
生
ま
れ
が
盛
岡
で
大
学
が
福
島
、
就

職
し
た
の
が
仙
台
と
い
う
生
粋
の
東
北
人
で
す
。
就
職
し

て
か
ら
東
京
に
通
算
し
て
約
十
三
年
、
そ
し
て
海
外
に
四

年
程
勤
務
し
ま
し
た
、
し
か
し
外
に
出
て
初
め
て
日
本
の

良
さ
、
東
北
、
仙
台
の
良
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
東
北
に

ず
っ
と
い
る
と
良
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
く
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
東
北
は
相
対
的
に
み
れ
ば
発
展
が
遅

れ
た
地
域
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は
逆
に
言

う
と
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
が
少
な
い
、
今
で
言
う
と
こ
ろ
の

環
境
に
や
さ
し
い
地
域
と
も
い
え
ま
す
。
東
北
は
、
そ
う

い
う
立
ち
位
置
を
ベ
ー
ス
に
新
し
い
産
業
を
興
し
、
産
業

構
造
の
転
換
を
行
っ
て
い
け
ば
日
本
の
モ
デ
ル
の
地
域
に

な
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

聞
き
手　

専
務
さ
ん
の
趣
味
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

永
山
専
務　

最
近
は
地
元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、
サ
ッ
カ
ー
、

野
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
観
戦
で
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
、
ま

だ
観
戦
歴
は
少
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
少
し
熱
を
入

れ
て
観
戦
し
、応
援
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。サ
ッ
カ
ー

は
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は
で
き
る
だ
け
応
援
に
行
き
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
野
球
も
一
生
懸
命
応
援
し
て
い
ま
す
よ
（
笑
）。

聞
き
手　

魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
か
。

永
山
専
務　

そ
う
で
す
ね
何
と
い
っ
て
も
熱
中
で
き
る
こ

と
で
す
。
応
援
し
て
い
る
チ
ー
ム
が
負
け
る
と
ち
ょ
っ
と

引
き
ず
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
あ
基
本
的
に
は
試
合
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が
終
わ
っ
た
ら
そ
こ
で
終
わ
り
。
次
の
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
か
ら（
笑
）。
一
生
懸
命
応
援
す
る
こ
と
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。

聞
き
手　

モ
ッ
ト
ー
、
座
右
の
銘
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

永
山
専
務　

学
生
の
頃
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
自
分
が
自

分
が
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
り
、
反
対
に
消
極
的
に

な
っ
た
り
と
少
し
出
入
り
が
激
し
い
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
る
方
か
ら
「
克
己
」と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
、
少

し
は
自
分
を
冷
静
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
言
葉
を
目
標
に
し
て
い
ま
し
た
。
社
会
人

に
な
っ
て
、
銀
行
に
入
っ
て
み
る
と
、
学
校
で
習
っ
た
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
ず
、
ほ
ん
と
に
手
探
り
で
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
一
歩
ず
つ
前
進
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
と
に
か
く
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
と
い
う
気

持
ち
か
ら
「
一
所
懸
命
」と
い
う
言
葉
を
大
事
に
し
て
い

ま
し
た
。
最
近
は
、「
一
期
一
会
」と
い
う
言
葉
が
好
き
で

す
。「
一
期
一
会
」と
い
う
言
葉
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

別
れ
を
強
調
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
私
の
場
合
に
は
銀
行
員
に
な
っ
て
沢
山
の
お
客
様
に

お
会
い
で
き
る
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
し
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
出
会
い
を
強
調
す
る
言
葉
と
し

て
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
多
く
の
出
会
い
は
銀
行
員

で
な
け
れ
ば
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
、
銀
行
員
冥
利
に
尽

き
ま
す
し
、
銀
行
に
入
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

聞
き
手　

若
い
部
下
の
方
々
に
も
そ
う
し
た
こ
と
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

永
山
専
務　

い
え
い
え
、
聞
か
れ
れ
ば
話
し
ま
す
が
積
極

的
に
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。た
だ
、支
店
長
さ
ん
達
に
言
っ

て
い
る
の
は
「
お
山
の
大
将
に
な
ら
ず
、
自
分
の
成
功
談

よ
り
は
失
敗
談
や
苦
し
か
っ
た
こ
と
を
話
し
た
方
が
い

い
」と
言
っ
て
い
ま
す
。
成
功
談
は
、
自
分
で
は
そ
う
思

わ
な
く
て
も
自
慢
話
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
失

敗
談
は
、
若
い
人
か
ら
す
る
と
、「
あ
あ
支
店
長
ほ
ど
の

方
で
も
こ
ん
な
失
敗
し
た
ん
だ
、
乗
り
越
え
た
ん
だ
」と

思
っ
て
前
に
進
ん
で
く
れ
る
の
で
す
。

聞
き
手　

四
月
で
す
。
新
た
に
社
会
人
に
な
る
新
人
に
何

か
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

永
山
専
務　

そ
う
で
す
ね
、「
自
分
の
気
持
ち
を
大
切
に
」、

そ
れ
か
ら
「
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
大
切
に
」と
言
い
た
い
で

す
ね
。自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、思
い
と
い
う
も
の
を
失
っ

て
欲
し
く
な
い
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
を
ド
ン
ド

ン
追
い
求
め
る
と
、
苦
し
く
な
っ
た
り
、
壁
に
ぶ
ち
当
た

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持
っ

て
多
角
的
、
多
面
的
に
も
の
を
見
る
と
自
分
の
思
い
が
遂

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

人
生
に
順
風
満
帆
な
ん
て
あ
る
は
ず
が
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
あ
る
の
が
当
た
り
前
だ
と
思
い
ま
す
ね
。私
も
、

銀
行
を
辞
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
も
の

（
笑
）。

聞
き
手　

東
北
の
産
業
活
性
化
に
不
足
し
て
い
る
も
の
、

ま
た
、
活
性
化
の
た
め
の
ご
提
案
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

永
山
専
務　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
連
携
」だ
と
思
い
ま
す
。

連
携
と
い
う
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思
う
の
で

す
。
東
北
人
で
あ
る
私
の
反
省
を
込
め
て
で
す
が
、
動
き

も
話
し
も
重
い
な
あ
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
一
般
的
に

で
す
が
、
東
北
の
人
は
軽
く
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
し
、

な
か
な
か
心
を
開
い
て
話
す
と
言
う
こ
と
を
し
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
東
北
人
と
し
て
の
良
い
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
あ
ま
り
そ
れ
が
強
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
な
く
な
る
と
思
う
の
で
す
。
関
西
人
と
ま
で
は
申
し
ま

せ
ん
が
、
た
ま
に
は
軽
い
心
で
、
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で

話
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
と
、

東
北
の
自
治
体
は
、
自
分
の
地
域
だ
け
と
か
、
自
分
の
地

域
の
住
民
だ
け
と
言
う
と
こ
ろ
か
ら
離
れ
て
、
周
り
を
受

け
入
れ
た
り
、
周
り
を
活
用
し
た
り
と
い
う
度
量
を
持
っ

て
欲
し
い
で
す
ね
。

聞
き
手　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
承
知
の
通
り
本
年
六

月
一
日
を
目
途
に
、
私
ど
も
財
団
法
人
東
北
産
業
活
性
化

セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）と
財
団
法
人
東
北
開
発
セ
ン

タ
ー
（
Ｄ
Ｒ
Ｃ
）が
合
併
し
て
財
団
法
人
東
北
活
性
化
研

究
セ
ン
タ
ー
（
活
性
研
）が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
新
組
織
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

永
山
専
務　

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
東
北
地
域

を
元
気
に
す
る
に
は
連
携
が
必
要
で
す
。
そ
の
連
携
を
推

進
す
る
た
め
に
、
各
地
域
間
相
互
の
連
携
が
必
要
と
思
い

ま
す
。
東
北
各
地
に
県
や
市
町
村
に
よ
る
産
業
や
企
業
の

支
援
機
関
・
団
体
が
あ
る
ほ
か
、
大
学
等
に
よ
る
支
援
機

関
・
団
体
、
そ
し
て
民
間
企
業
あ
る
い
は
民
間
を
ベ
ー
ス

に
し
た
も
の
等
、
数
多
く
の
機
関
・
団
体
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
設
立
目
的
、存
立
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

利
用
す
る
企
業
か
ら
は
、
も
う
少
し
タ
テ
・
ヨ
コ
の
連
携

が
取
れ
て
、
紹
介
等
を
し
て
頂
け
れ
ば
と
い
う
声
を
聞
き

ま
す
。
新
し
い
財
団
に
は
、
そ
う
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

機
能
を
強
め
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

会
員
は
す
ば
ら
し
い
会
社
さ
ん
が
多
い
の
で
、
自
分
の
母

体
の
た
め
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ど
う
や
っ
た
ら
東
北

全
体
が
活
性
化
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ

る
と
思
う
の
で
是
非
そ
う
し
た
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

聞
き
手　

活
性
研
は
、「
知
を
つ
な
ぎ
地
を
活
か
す
～
連

携
力
で
地
域
社
会
と
産
業
を
活
性
化
す
る
～
」を
新
た
な

活
動
指
針
と
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
強
化
し
て
東

北
地
域
の
産
業
界
、
研
究
機
関
等
の
中
核
と
な
っ
て
働
か

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
永
山
専
務
様
に

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
支
援
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
本
日
は
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

�

（
聞
き
手　

常
務
理
事
・
事
務
局
長　

冨
澤　

辰
治
）
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コラム
サスティナブルデザインによる新たな価値創出
� “ ゆりかごからゆりかごへ ”このコンセプトが新たなモノ創りの要項に

東北芸術工科大学デザイン哲学研究所教授
サスティナブルデザイン研究センター長　植松　豊行 氏

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は

　

昨
年
の
ラ
ク
エ
ラ
サ
ミ
ッ
ト
に
於
け
る
歴
史
的
な
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
合
意
を
契
機
と
し
て
、
今
世
界
は

大
き
く
社
会
構
造（
レ
ジ
ウ
ム
）の
変
革
期
、
変
曲
点
を
迎
え

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
し
た
モ
ノ
や
シ
ス
テ
ム
等
の
新
た
な
価
値

創
出
の
基
本
要
素
は
、〝
真
に
人
と
環
境
へ
の
配
慮
〟と
考
え

る
。
そ
の
た
め
の
主
要
な
デ
ザ
イ
ン
活
動
を
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
デ
ザ
イ
ン
と
位
置
付
け
た
い
。

　

更
に
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
「
人
間
尊
重
と
地

球
環
境
と
の
共
存
を
基
軸
に
、
調
和
、
発
展
し
、
持
続
性
あ

る
社
会
の
構
築
を
図
る
モ
ノ
や
社
会
シ
ス
テ
ム
を
創
る
取
り

組
み
」で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
具
体
的
活
動
と

し
て
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
取
り
組
み
を
精
査
し
、
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
融
合
さ
せ
た
ク
ラ
イ
テ
リ
ア

（
基
準
）を
設
定
、
実
践
活
動
を
通
じ
て
課
題
解
決
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
モ
ノ
創
り
の
主
要
な
価
値
観
は
、
勝
者
を
希

求
す
る
論
理
と
し
て
「W

inner T
akes A

ll

」型
価
値
観
と

考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
に
起
因
す
る
優
勝
劣
敗
の

基
本
思
想
は
結
果
と
し
て
、
敗
者
を
生
み
、
格
差
を
拡
大
し
、

社
会
矛
盾
を
露
呈
し
多
く
の
紛
争
や
社
会
問
題
を
顕
在
化
さ

せ
て
い
る
。

　

一
方
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
目
指
す
在
る
べ
き

社
会
構
造
は
、
創
る
人
、
使
う
人
、
そ
し
て
社
会
全
体
が
調

和
し
発
展
す
る
。「W

in W
in W

in

」型
社
会
へ
シ
フ
ト
し

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
適
法
・
遵
法
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
考
え
を
昇
華
し
、
新
た
な
価
値
観
と
し
て
、
適
正

か
否
か
を
行
動
規
範
と
し
て
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り

「
良
い
デ
ザ
イ
ン
」か
ら
さ
ら
に
進
め
て
「
正
し
い
デ
ザ
イ

ン
」へ
と
展
開
す
る
こ
と
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
具
現
化

の
要
諦
と
考
え
る
。

「
モ
ノ
」か
ら
「
コ
ト
＋
モ
ノ
」へ

　

ま
た
、
新
し
い
価
値
創
造
に
於
い
て
は
、〝
モ
ノ
〟を
中
心

に
進
め
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
代
わ
っ
て
、「
コ

ト
」つ
ま
り
ス
ト
ー
リ
ー
や
シ
ナ
リ
オ
な
ど
の
〝
モ
ノ
〟の
在

り
方
を
人
や
環
境
配
慮
に
基
軸
を
置
い
て
ト
ー
タ
ル
に
考
え

る
物
語
性
が
重
要
且
つ
中
心
に
な
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
「
モ
ノ
」か
ら
「
コ
ト
＋
モ
ノ
」に
、
例
え
ば
、
携
帯
電
話
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
は
「
モ
ノ
」中
心
の
デ
ザ
イ
ン
と
い
え

る
が
、「
物
語
性
」重
視
の
モ
ノ
創
り
で
は
、
人
と
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
如
何
に
よ
り
良
く
し
て
い
く
か
と
い

う
人
間
の
タ
ス
ク
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
広
義
に
モ
ノ
や
シ
ス

テ
ム
の
在
り
方
を
考
え
進
め
て
い
く
こ
と
が
、「
コ
ト
」の
デ

ザ
イ
ン
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
「
物
語
性
」と
は
、「
モ
ノ
」や
仕
組
み
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
活
動
で
あ
り
、
も
う
一
方
の
〝
モ
ノ
〟の
デ
ザ
イ
ン
と
は

姿
、
形
、
そ
し
て
素
材
や
色
調
と
そ
れ
ら
を
行
う
〝
作
法
〟を

纏
め
上
げ
て
い
く
、
ス
タ
イ
リ
ン
グ
中
心
の
活
動
と
位
置
付

け
ら
れ
る
。
要
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
機
能
と
ス
タ
イ
リ
ン
グ
機

能
中
心
と
区
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
は
優
劣
や
主

従
の
問
題
で
は
な
く
、
双
方
共
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、

次
代
を
拓
く
新
た
な
価
値
創
出
に
は
特
に
「
コ
ト
」「
物
語

性
」を
踏
ま
え
た
企
画
立
案
に
依
る
開
発
が
要
諦
と
考
え
る
。

「
ゆ
り
か
ご
か
ら
ゆ
り
か
ご
へ
」の
モ
ノ
創
り
へ

　

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
示
す
象
徴
的
な
表
現
と
し

て
、「Cradle T

o Cradle

・
ゆ
り
か
ご
か
ら
ゆ
り
か
ご
へ
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」は
、
一

九
六
〇
年
代
の
北
欧
や
英
国
の
福
祉
制
度
の
充
実
を
称
え
比

喩
し
た
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
言
う
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
ゆ

り
か
ご
へ
」と
い
う
の
は
、
物
を
創
る
最
初
の
段
階
を
ゆ
り

か
ご
と
し
て
位
置
付
け
、
生
産
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
素
材

が
、
製
品
寿
命
終
了
後
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
当
初
と
同
レ

ベ
ル
の
素
材
と
し
て
再
生
さ
れ
、
新
た
な
製
品
へ
と
循
環
し

て
い
く
、
こ
の
よ
う
な
次
代
の
モ
ノ
創
り
の
目
標
と
す
べ
き

根
幹
の
考
え
方
で
あ
る
。

　

現
在
の
モ
ノ
創
り
は
、
ベ
ス
ト
ケ
ー
ス
で
も
、
数
度
の
リ

サ
イ
ク
ル
を
経
由
す
る
こ
と
で
各
製
造
加
工
過
程
で
質
的
劣

化
を
伴
う
為
、
最
後
に
は
ご
み
と
し
て
埋
め
立
て
や
焼
却
さ

れ
る
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」の
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
二
十
世
紀
型
と
す
れ
ば
、「
ゆ
り
か
ご
か
ら
ゆ
り
か

ご
ま
で
」を
目
指
す
る
モ
ノ
創
り
は
、
次
代
の
規
範
に
な
る

べ
き
考
え
方
で
あ
り
、
新
た
な
価
値
も
こ
の
思
想
の
実
践
に

よ
り
様
々
な
物
語
り
が
生
ま
れ
創
出
さ
れ
る
と
考
え
る
。

レ
ジ
ウ
ム
変
革
に
対
す
る
事
業
・
商
品
ビ
ジ
ョ
ン
の
戦
略
的

策
定
を

　

東
北
地
方
に
於
け
る
新
産
業
、
新
事
業
開
発
や
既
存
事
業

の
活
性
化
施
策
も
新
た
な
レ
ジ
ウ
ム
へ
の
変
革
期
に
於
い
て

は
、
現
状
延
長
型
、
改
善
型
の
施
策
を
選
択
す
る
の
で
は
な

く
、
未
来
を
見
据
え
た
事
業
理
念
の
再
吟
味
を
ベ
ー
ス
に
そ

れ
に
則
っ
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
、
そ
こ
か
ら
バ
ッ
ク

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
戦
略
計
画
を
立
案
し
て
い
く
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
を
進
め
る
に
際
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
視
点
を
転
換
し
、
真
に
人
と
環
境
に
配
慮
し
た
モ

ノ
創
り
＝
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
則
っ
た
事
業
、
商

品
シ
ナ
リ
オ
を
描
き
個
々
の
計
画
に
落
と
し
込
む
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。

　

行
政
施
策
的
に
も
、
業
態
、
分
野
ご
と
に
〝
人
の
タ
ス
ク
〟

を
テ
ー
マ
に
新
事
業
創
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
推
進
等
の
実

践
型
助
成
策
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は

産
官
学
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
を
提
唱
し
た
い
。

　

今
投
稿
文
で
は
紙
面
の
関
係
で
概
要
の
紹
介
に
留
め
た

が
、
機
会
を
見
て
新
価
値
創
出
に
向
け
て
、
分
野
別
の
事
業
、

商
品
開
発
の
戦
略
的
立
案
等
、
具
体
事
例
や
各
開
発
ク
ラ
イ

テ
リ
ア
の
紹
介
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

小
職
が
属
す
る
東
北
芸
術
工
科
大
学
で
は
、
新
事
業
開
発

支
援
機
能
、研
究
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
機
能
な
ど
を
大
学
院（
仙

台
校
）機
能
と
し
て
設
置
し
、
実
践
経
験
に
富
ん
だ
多
様
な

分
野
の
講
師
の
方
々
に
所
属
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
御
遠

慮
な
く
御
相
談
等
お
声
掛
け
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●1971年3月　武蔵野美術大学造形学部産業
デザイン科　卒業。
●1971年4月　松下電器産業株式会社（現パナ
ソニック株式会社）入社。
以降、同社テレビ本部デザイン部部長、商品企
画部部長、電化・住設社新規事業推進室室長な
どデザイン並びに商品、事業開発責任者を歴任、
2002年より中村改革の一環として全世界のグ
ループ会社デザイン機能を統合しパナソニック
デザイン社を設立、社長に就任。デザイン改革
を実践し同社Ｖ字回復に貢献、2008年同社を
定年退職、パナソニック㈱客員に就任、同時に
東北芸術工科大学教授に就任。事業、商品開発、
プロダクトデザイン、サスティナブルデザイン
研究などを担当。
他に武蔵野美術大学、多摩美術大学、京都造形
芸術大学で客員教授を担当。
併せて経済産業省製造産業局委員、㈶日本産業
デザイン振興会理事など官民のデザイン関連委
員を担当中。
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　当センターでは、東北の地域活性化にとって先導性や公共性が高く、かつ地域への波及効果が大きいプロジェクトを
対象に、東北の地方自治体、会員企業等が主体となるプロジェクトに対し、実施主体からの支援要請に基づき検討し、
企画・立ち上げのための調査、各種ノウハウ・情報の提供等の支援・協力を行っております。
　このほど、村上市などからの支援要請に基づき、「村上市交流人口拡大に向けた観光まちづくり推進プロジェクト」に
着手いたしましたのでお知らせいたします。

1.　プロジェクトの背景と目的
　新潟県北の城下町である村上市は、新潟県下越地方の中心都市であり、歴史的・文化的に特異性のある観光素材を有
している。
　かつては村上城下を起点に庄内鶴岡へと通じる出羽街道があり、かの松尾芭蕉が庄内地域からこの道を通り村上の旅
籠に宿泊したほか、近郊には瀬波温泉という観光資源もある。また、近年では、城下町村上の「町屋の外観再生プロジェ
クト」が平成21年度あしたのまち・くらしづくり活動賞（主催　財団法人あしたの日本を創る協会など）で内閣総理大臣
賞を受賞するなど全国的にも注目を集めている。
　現在、平成20年4月の市町村合併後の新村上市（旧1市2町2村　村上市、荒川町、神林村、朝日村、山北町）においては、
地域力の強化に向けての交流人口の拡大が重要な政策課題となっている。
　本プロジェクトは、町屋保全活動で注目を浴びている村上市において、出羽街道や瀬波温泉との係わりを活かして、
さらなる交流人口の増加をはかることを目的に、同市における交流資源（歴史、潜在力、地域資源等）を再評価し、課題
の把握・分析を行い、出羽街道、瀬波温泉、町屋から成る三位一体の「観光まちづくり」戦略を検討・立案するものである。

2.　対象地域
　村上市（旧1市2町2村　村上市、荒川町、神林村、朝日村、山北町）

3.　プロジェクト内容
　⑴　村上市に賦存する交流資源（歴史、潜在力、地域資源等）の把握・整理
　⑵　関係者のコンセンサス形成のための準備活動
　⑶　「観光まちづくり戦略」の検討・立案
　⑷　観光まちづくりのための官民協働組織の設立

4.　期間：平成22年1月～平成23年3月

プロジェクト支援事業
「村上市交流人口拡大に向けた観光まちづくり推進プロジェクト」が始動

町屋の外観再生プロジェクトによる黒塀整備 村上市内の町屋
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は　

じ　

め　

に

　

弘
前
市
は
青
森
県
の
南
西
部
に
位
置
し
た

内
陸
型
地
域
で
あ
る
。

　

東
に
奥
羽
山
脈
の
八
甲
田
連
峰
、
西
に
津

軽
富
士
と
呼
ば
れ
る
青
森
県
最
高
峰
の
岩
木

山
、
南
に
は
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
白
神
山
地
が
連
な
っ
て
い
る
。

世
界
自
然
遺
産「
白
神
山
地
」

　

白
神
山
地
は
青
森
県
か
ら
秋
田
県
に
ま
た

が
る
約
一
三
万
ha
の
山
岳
地
帯
で
、
特
徴
と

し
て
は
地
域
の
人
と
か
か
わ
り
な
が
ら
原
生

林
を
保
ち
、
ブ
ナ
原
生
林
と
し
て
は
世
界
最

大
級
で
あ
る
。
取
材
に
当
た
り
白
神
山
地
の

環
境
活
動
や
自
然
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｃ
Ｏ
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
白
神
の

渋
谷
理
事
長
か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。

　

渋
谷
理
事
長
か
ら
は
白
神
山
地
と
人
々
と

の
関
わ
り
や
白
神
山
地
を
守
っ
て
い
く
活
動

の
中
、
自
然
の
も
た
ら
す
経
済
効
果
に
つ
い

て
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
。

「
弘
前
感
交
劇
場
」

　

先
人
の
知
恵
に
よ
り
築
か
れ
て
き
た
弘
前

の
歴
史
や
文
化
す
べ
て
を
、
世
界
自
然
遺
産

白
神
山
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
位
置

付
け
、
弘
前
を
は
じ
め
と
す
る
つ
が
る
地
域

全
体
を
一
つ
の
劇
場
と
捉
え
、
地
域
住
民
も

観
光
で
訪
れ
た
人
も
す
べ
て
の
人
々
が
共
感

で
き
る
感
動
と
交
流
の
体
験
型
ス
テ
ー
ジ
を

展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

舞
台
は
春
夏
秋
冬
の
弘
前
、
舞
台
背
景
は

世
界
自
然
遺
産
白
神
山
地
、
大
道
具
は
、
り

ん
ご
園
や
さ
く
ら
ま
つ
り
、
小
道
具
は
り
ん

ご
や
津
軽
塗
、
ブ
ナ
コ
細
工
、
地
酒
、
音
響

は
津
軽
三
味
線
、
民
謡
、、
助
演
者
は
弘
前
市

民
な
ど
と
、
単
に
見
る
観
光
で
は
な
く
、
津

軽
・
弘
前
な
ら
で
は
の
習
慣
や
伝
統
を
通
じ

て
、
生
活
に
息
づ
い
て
い
る
多
様
な
実
体
験

を
体
感
す
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
。

　
「
弘
前
感
交
劇
場
」は
観
光
で
は
な
く
、「
感

交
」す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
人
々
が
体
感

し
、
共
感
・
共
鳴
で
き
る
感
動
と
交
流
の
場

で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。

引
用
：�

津
軽
ひ
ろ
さ
き
歴
史
文
化
観
光
検
定

公
式
テ
キ
ス
ト
よ
り

「
心
で
感
じ
、
人
々
が
交
わ
る
新
し

い
た
び
の
ス
タ
イ
ル
」弘
前
市

　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
東
北
新
幹
線
新
青

森
駅
の
開
業
を
迎
え
る
。
弘
前
で
は
新
幹
線

の
開
業
効
果
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
新
幹
線

を
戦
略
的
に
地
域
の
活
性
化
に
繫
げ
て
い
く

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
四
年
前
の
平
成

「弘前感交劇場」という地域づくり
� ―地域住民総仕掛け人をめざして―

青森県弘前市

出展：ＮＰＯ法人 ＥＣＯリパブリック白神ＨＰより

取材に協力いただいたＮＰＯ法人 ＥＣＯリ
パブリック白神�事務局の佐藤さん（左）と
渋谷理事長（右）

出典：弘前商工会議所
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十
八
年
、
新
幹
線
活
用
協
議
会
が
市
役
所
を

中
心
に
一
二
機
関
・
団
体
で
議
論
を
行
い

三
四
項
目
の
活
用
方
策
が
立
て
ら
れ
た
。
ま

た
㈳
弘
前
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
で
は

津
軽
ひ
ろ
さ
き
検
定
を
実
施
、
弘
前
商
工
会

議
所
で
は
世
界
自
然
遺
産
白
神
山
地
恵
み
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
特
産
品

の
開
発
や
観
光
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
三
つ
の
大
き
な
活
動
が
弘
前
感
交
劇

場
推
進
委
員
会
の
立
ち
上
げ
の
基
と
な
っ

た
。
弘
前
の
三
〇
年
、
五
〇
年
先
を
見
据
え

た
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
考
え
た
議
論

の
中
か
ら
、
弘
前
だ
け
で
な
く
、
つ
が
る
地

域
全
体
を
一
つ
の
劇
場
に
見
立
て
た
「
弘
前

感
交
劇
場
」と
い
う
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル

が
生
み
出
さ
れ
た
。

　

事
業
の
目
的
と
し
て
感
動
と
交
流
の
地
域

づ
く
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
地
域
住
民
が
総
仕

掛
け
人
と
な
り
、
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し

や
、
自
分
た
ち
の
住
む
街
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
事
で
あ
る
。
そ
し
て
自
ら
行
動
し
、
地

域
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
流
れ
と
し
て
実
務
を
担
っ
て
い
る
の

が
「
や
わ
ら
か
ネ
ッ
ト
」で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
観
光
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
一
般
の
主

婦
の
方
や
和
尚
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
バ
ー

テ
ン
ダ
ー
協
会
、
交
通
事
業
者
な
ど
誰
で
も

参
加
で
き
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
協
議
の

中
で
は
実
務
に
向
け
た
議
論
が
行
わ
れ
、
そ

の
議
論
一
つ
一
つ
を
原
作
と
し
て
捉
え
、
練

り
上
げ
て
い
く
。
そ
の
原
作
は
地
域
の
新
た

な
魅
力
と
な
り
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
そ
の
魅

力
を
全
国
に
情
報
発
信
出
き
る
か
を
演
出
や

脚
本
を
お
こ
な
う
立
場
の
人
へ
と
繋
げ
て
い

く
。

　

そ
し
て
そ
の
舞
台
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の

に
り
ん
ご
の
花
見
、
岩
木
山
夕
日
鑑
賞
ツ

ア
ー
、
弘
前
カ
ク
テ
ル
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

が
あ
る
。
弘
前
カ
ク
テ
ル
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
は
昨
年
十
一
月
に
第
二
回
コ
ン
テ
ス
ト
を

お
こ
な
っ
た
。
テ
ー
マ
は
太
宰
治
生
誕

一
〇
〇
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
小
説「
津

軽
」の
冒
頭
に
あ
る
、「
津
軽
に
も
七
つ
の
雪

が
降
る
」に
続
く
八
番
目
の
雪
を
カ
ク
テ
ル

で
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
決
勝
戦
は

四
〇
〇
名
近
く
集
ま
っ
た
方
々
一
人
一
人
に

投
票
し
て
貰
い
、
つ
が
る
地
域
の
人
た
ち
に

合
う
カ
ク
テ
ル
と
な
っ
て
い
る
か
を
競
っ

た
。
当
日
は
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
さ
れ
た
方
が
多

く
、
少
し
お
洒
落
を
し
た
く
ら
い
で
は
目
立

た
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

（
弘
前
市
観
光
物
産
課
長
補
佐
�

桜
田
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
）

着
地
型
観
光
が
創
る

「
弘
前
感
交
劇
場
」

�

㈳
弘
前
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

　

弘
前
で
は
「
発
地
型
観
光
」と
い
う
送
り

出
す
側
の
観
光
が
今
ま
で
は
主
流
で
あ
っ

た
。
近
年
そ
の
観
光
ス
タ
イ
ル
は
「
着
地
型

観
光
」へ
と
大
き
く
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。

「
着
地
型
観
光
」と
は
団
体
旅
行
で
は
な
く
家

族
や
友
達
と
い
っ
た
個
人
旅
行
が
主
と
な

る
。
今
ま
で
観
光
の
素
材
と
し
て
と
ら
え
て

こ
な
か
っ
た
場
所
・
モ
ノ
・
コ
ト
に
視
点
を

移
し
、
地
域
が
有
す
る
「
地
域
資
源
」を
活
用

し
た
、
体
験
す
る
、
学
習
す
る
、
交
流
す
る

と
い
っ
た
観
光
客
自
身
が
現
地
で
参
加
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

㈳
弘
前
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
役

割
と
し
て
、新
た
な
商
品
開
発
は
も
ち
ろ
ん
、

「
弘
前
感
交
劇
場
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
基

に
市
民
や
市
民
団
体
へ
の
意
識
付
け
を
し
て

い
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
、
人
材
の
育
成
を

行
っ
て
い
る
。
市
民
自
ら
気
が
付
き
行
動
す

る
こ
と
で
、
観
光
産
業
と
い
う
経
済
活
動
に

参
加
し
「
弘
前
感
交
劇
場
」と
い
う
舞
台
の

一
役
を
担
っ
て
も
ら
う
。

　

ま
た
、
昨
年
よ
り
「
津
軽
ひ
ろ
さ
き
検
定
」

を
実
施
し
て
い
る
。
弘
前
を
中
心
と
し
た
周

辺
地
域
に
関
す
る
歴
史
・
文
化
を
学
習
す
る

こ
と
で
、
地
域
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を

持
っ
て
貰
う
。
そ
し
て
弘
前
の
魅
力
を
全
国

の
訪
れ
た
方
々
へ
紹
介
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
初
年
度
の

受
験
者
数
は
約
一
一
五
〇
名
で
合
格
者
は

九
〇
〇
名
前
後
で
あ
っ
た
。
公
式
テ
キ
ス
ト

は
発
売
か
ら
一
三
週
連
続
で
一
位
を
と
っ
た

ほ
ど
関
心
が
高
か
っ
た
。

　

今
、
弘
前
に
は
様
々
な
地
域
の
方
や
雑
誌

関
係
の
方
が
視
察
に
訪
れ
て
い
る
。
外
部
の

方
と
の
交
流
の
中
、
つ
ま
ら
な
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
も
の
が
実
は
宝
物
だ
っ
た
と
気

が
付
く
。

　

情
報
収
集
力
と
企
画
力
が
も
の
を
い
う

「
着
地
型
観
光
」、
そ
の
宝
物
を
「
弘
前
感
交

劇
場
」と
い
う
舞
台
で
如
何
に
見
せ
て
い
く

か
が
重
要
で
あ
り
地
域
住
民
が
そ
の
宝
物
に

気
付
く
こ
と
が
地
域
の
魅
力
を
高
め
て
い
く

こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
㈳
弘
前
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

�

今
井
専
務
理
事
・
坂
本
部
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
）

出展：㈳弘前観光コンベンション協会ＨＰ

取材に協力いただいた㈳弘前観光コンベンション協会
の方々
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地
域
資
源
と
街
づ
く
り

�

弘
前
商
工
会
議
所

　

平
成
十
年
か
ら
「
無
限
大
の
地
域
資
源
」

「
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
」「
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ラ
ン
ド
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
創
発

活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

地
域
資
源
の
そ
れ
ぞ
れ
が
「
弘
前
感
交
劇

場
」の
中
に
存
在
し
、
一
つ
一
つ
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
与
え
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、「
弘

前
ブ
ラ
ン
ド
」の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

全
国
展
開
支
援
事
業
の
世
界
自
然
遺
産「
白

神
山
地
」の
恵
み
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

を
皮
切
り
に
津
軽
塗
、
津
軽
打
刃
物
、
津
軽

こ
ぎ
ん
刺
し
、
木
工
加
工
の
ブ
ラ
ン
ド
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
。

　

写
真
は
木
工
加
工
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
リ

ン
ゴ
の
ス
ラ
イ
ス
材
を
使
用
し
た
照
明
器
具

で
、
剪
定
後
焼
却
し
捨
て
て
い
た
木
を
商
品

に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
世
界
へ
の
発
進
と
し
て
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
を
展
開
し
平
成
一
九

年
に
は
ミ
ラ
ノ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
津
軽
塗
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
発
表
、
平
成
二
十
年
に
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
五
番
街
フ
ェ
リ
シ
モ
館
に
て

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
お
こ
な
い
「
草

取
鎌
」が
売
れ
、「
二
唐
」の
包
丁
を
使
っ
た

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
多
く
の
人
の

注
目
を
集
め
た
。

　

現
在
は
弘
前
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
り

「
弘
前
感
交
劇
場
」の
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
に
地

域
資
源
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
が
将
来
的
に
は
「
弘
前
ブ
ラ

ン
ド
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
ハ
ー
ド
で
は
な
く

ソ
フ
ト
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築（
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
な

ど
）を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
観
光
開
発
と
し
て
新
幹
線

新
青
森
駅
開
業
に
む
け
た
「
時
空
を
越
え
る

弘
前
タ
イ
ム
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
」調
査
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
現
在
の

地
図
に
江
戸
時
代
や
昭
和
初
期
の
地
図
を
重

ね
合
わ
せ
今
も
あ
る
老
舗
を
訪
ね
る
と
い
っ

た
体
験
型
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
訪
れ
た

人
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
錯

覚
を
覚
え
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
弘
前
感
交
劇
場
」の
中
で
商
工
会
議
所
の

行
っ
て
い
る
も
の
づ
く
り
は
小
道
具
と
い
う

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
役
割
を
担
っ
て

い
く
中
、希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
、「
も
の
」

と
、「
も
の
を
作
る
人
」、「
も
の
を
使
う
人
」

の
関
係
を
再
構
築
し
、
域
内
の
産
業
の
活
性

化
が
大
き
な
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。

（
弘
前
商
工
会
議
所　

村
谷
課
長

�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
）

最　
　

後　
　

に

　

新
幹
線
新
青
森
駅
開
業
が
自
分
た
ち
に
は

関
係
な
い
と
言
っ
て
い
る
人
た
ち
も
い
る

が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
弘
前
大
学
に
今

年
の
夏
、
高
度
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
が
開
設

さ
れ
る
。

　

弘
前
へ
は
こ
れ
ま
で
東
京
か
ら
五
時
間
か

か
っ
て
い
た
も
の
が
三
時
間
強
で
移
動
で
き

る
。
五
時
に
勤
務
が
終
わ
っ
た
先
生
が
六
時

の
新
幹
線
に
乗
り
一
〇
時
に
は
東
京
に
到
着

出
来
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
東

京
在
住
の
先
生
が
弘
前
で
も
医
療
に
従
事
出

来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

安
心
・
安
全
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
弘

前
感
交
劇
場
」の
考
え
に
繋
が
っ
て
い
く
。

　

地
域
づ
く
り
全
体
の
中
で
の
位
置
づ
け
と

し
て
新
幹
線
の
活
用
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
飛
行
機
も
同
様
で
飛
行
機
の

方
が
便
利
な
地
域
も
あ
る
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト

も
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
の
た
め
に
何
を
生

か
す
か
そ
れ
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
地
域
づ

く
り
で
あ
る
。
と
観
光
物
産
課
長
補
佐
の
桜

田
さ
ん
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
語
っ
て
く
れ

た
。

　

今
回
の
取
材
に
あ
た
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
と
し
て
多
く
の
方
々
に
引
き
合
わ
せ

て
く
れ
た
株
式
会
社
西
村
組
の
太
田
専
務
に

は
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
。

　

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
熱
い
思

い
は
と
て
も
語
り
つ
く
せ
な
い
が
「
弘
前
感

交
劇
場
」が
一
つ
の
着
地
型
観
光
の
成
功
モ

デ
ル
と
し
て
全
国
へ
発
信
さ
れ
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
な
い
と
確
信
で
き
る
。

�

（
大
橋　

昇
幸
）

参
考
文
献
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出典：弘前商工会議所

コーディネーター役をしていただいた太田専務（左）
と桜田観光物産課長補佐（右）
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二
月
二
十
六
日
に
開
催
し
た
第
六
十
七
回

運
営
委
員
会
で
の
審
議
を
踏
ま
え
、
三
月
九

日
に
第
四
十
六
回
理
事
会
・
第
四
十
九
回
評

議
員
会
を
開
催
し
、「
平
成
二
十
二
年
度
事

業
計
画（
案
）お
よ
び
収
支
予
算
」が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
、
ま
た
、
合
併
に
伴
う
「
評
議

員
お
よ
び
顧
問
の
委
嘱（
増
員
）・
理
事
お
よ

び
監
事
の
選
任（
増
員
）」に
つ
い
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
四
十
六
回
理
事
会
、
第
四
十
九
回
評
議
員
会
を
開
催

報 告

高橋会長　

　

財
団
法
人
東
北
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
合
併
に
つ
き
ま
し
て
、
三
月
十
五
日
に
経
済
産
業

省
な
ら
び
に
国
土
交
通
省
よ
り
認
可
を
頂
き
ま
し
た
。
所
定
の
手
続
き
を
行
い
、
六
月
一
日
よ

り
「
財
団
法
人
東
北
活
性
化
研
究
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
事
務
所
に
つ
き
ま
し
て
は
引
き
続
き
、
仙
台
市
青
葉
区
中
央
2
丁
目
9―

10　

セ
ン

ト
レ
東
北
ビ
ル　

と
な
り
ま
す
。

㈶
東
北
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
合
併
に
つ
い
て

お知らせ

　

去
る
三
月
九
日
、
仙
台
市
の
ホ
テ
ル
仙
台

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、「
地
域
活
性
化
講
演
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
東
北
大
学
医
学
博
士
の
川
島
隆

太
氏
を
お
迎
え
し
、「
脳
の
活
性
化
か
ら
地

域
の
活
性
化
へ
」と
題
し
た
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

川
島
氏
か
ら
は
、
よ
り
賢
く
年
を
取
る

「
ス
マ
ー
ト
・
エ
イ
ジ
ン
グ
」と
言
う
考
え
方

と
、脳（
前
頭
前
野
）を
鍛
え
る
メ
リ
ッ
ト
や
、

そ
の
た
め
の
大
学
の
取
り
組
み
等
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
に
は
当
セ
ン
タ
ー
会
員
企
業
を
は
じ

め
、
各
自
治
体
や
経
済
関
連
団
体
、
一
般
企

業
な
ど
か
ら
約
四
〇
〇
名
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
講
演
録
は
、
今
号
に
て
ご

紹
介
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

仙
台
市
で
「
地
域
活
性
化
講
演
会
」
を
開
催

報 告

講演会
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